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●第２期境港市総合戦略を策定・・・・・・P２～３

●介護予防筋力向上トレーニング参加者募集・P４

●地域包括支援センターからのお知らせ・・P５

●３月定例市議会報告　ほか・・・・・・・P６～13

●市民活動推進補助金を募集します・・・・P14

●まちの話題・情報あらかると・・・・・・P15～17

●お知らせ・子育てひろば・・・・・・・・P18～27

●図書館に行こう・各種日程ほか・・・・・P28～29

●学校給食レシピ・今月のげんきちゃん・・P30

 令和２年(２０20）

さかいみなと

ファーストシューズ贈呈式ファーストシューズ贈呈式
　地域貢献活動の一環として、山陰アシッ
クス工業株式会社では、市を通じて、境港
市の赤ちゃんへファーストシューズをプレ
ゼントすることとされました。
　境港で生まれ育っていく子ども達とその
ご家族の幸せを願い、名前と生年月日が刺
繍された世界に１つだけのシューズを、市
長から最初の赤ちゃんへ贈呈する式を行い
ました。



　

本
市
で
は
、
平
成
27
年
10
月
に
境
港
市
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
本
市
の
人
口
動
態
や
合
計
特
殊
出
生
率
、
転
入
・

転
出
に
よ
る
社
会
増
減
な
ど
の
推
計
か
ら
将
来
人
口
の
目

標
を
定
め
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
第
１
期
の
境
港
市
総
合
戦
略
の
対
象
期
間
が

令
和
元
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に

今
後
５
年
間
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
た
第
２
期
境
港
市
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま

し
た
。

第
２
期　

境
港
市
総
合
戦
略　

を
策
定

境
港
市
の
現
況

　

本
市
に
お
け
る
人
口
は
昭
和
60
年

の
３
万
８
３
９
４
人
を
最
大
と
し
て
、

平
成
19
年
以
降
は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
令
和
２
年
２
月
末
現
在
の
人
口

は
３
万
３
８
８
１
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
の
推
計
で
は
こ
の
ま
ま
推
移

し
て
い
く
と
、
令
和
22
年
に
は

２
万
７
０
７
８
人
、
令
和
42
年
に
は

２
万
１
５
３
４
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
２
期
境
港
市
総
合
戦
略

　
　
　
　
　
　
　
　

の
概
要

　

第
１
期
の
境
港
市
総
合
戦
略
で
掲

げ
た
３
つ
の
目
標
を
引
き
継
ぎ
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
理
念
や
関
係
人
口
の
創
出
と
い
っ

た
新
た
な
視
点
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

人
口
、
経
済
、
地
域
社
会
の
諸
課
題

に
、
官
民
が
連
携
し
て
一
体
的
・
持

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
計
画
期
間

　

令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）

〜
令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）

の
５
年
間

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
取
り
込

み
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
人
類
お
よ
び
地
球

の
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
国
連

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
２
０
３
０
年

ま
で
に
達
成
す
べ
き
課
題
と
そ
の
具

体
的
な
目
標
で
あ
り
、
本
総
合
戦
略

に
お
い
て
は
、
17
分
野
中
16
分
野
を

施
策
に
取
り
込
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

　総合戦略は策定した後も、検証・改善を行うことが求められます。第２期境港市総合戦略においても、

毎年度、市民代表や産業界、行政、学校、金融機関等の関係者で構成する境港市総合戦略推進会議にお

いて効果検証を行い、必要に応じて、新規施策の追加や目標値の再設定等、見直しを行っていきます。

※第２期境港市総合戦略、人口ビジョンは市ホームページで公開しています。

　Web https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=109812

▼問い合わせ先　地域振興課企画係　☎４７－１０２４　FAX４７－１２０５

　　　　　　　　Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp
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■取り組みの基本的方向と基本目標

　第１期の境港市総合戦略の「２つの道筋と２つの視点」という取り組みの基本的な方向と、これ

に基づく３つの目標を引き継ぎ、取り組みます。

２つの道筋と２つの視点（基本的方向）

▼ 2 つの道筋

▼ 2つの視点

　◇市民参画による「協働と改革」

　◇中海・宍道湖・大山圏域が一体的な発展を目指す「連携と共栄」

基　本　目　標

　第１期に引き続き「３つの港と水産・観光資源を生かしたまちづくり」、「子育てするなら境港を

標榜した子育て環境づくり」とあわせて、「圏域の目標」である「県境を越えた広域連携による住

みたくなる圏域づくり」を盛り込みました。

▼基本目標①　　３つの港と水産・観光資源を生かしたまちづくり

　◇産業振興・雇用創出　　　◇観光の振興　　　◇社会基盤の整備　　　◇移住・定住の促進

▼基本目標②　　「子育てするなら境港」を標榜した子育て環境づくり

　◇少子化対策・子育て支援　　　◇女性活躍の推進、ワーク・ライフ・バランスの啓発・支援

▼圏域の目標　　県境を越えた広域連携による住みたくなる圏域づくり

　◇中海・宍道湖・大山圏域市長会としての取組

3　令和２年４月



【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

介護予防筋力向上トレーニング事業の
参加者を募集します

　市では、市民の皆さんに健康で、いつまでも「自分らしく」生活していただくために、介護予防筋力向

上トレーニング事業として、機械を使ったパワーリハビリや誰でも簡単にできる体操を行っています。

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、元気な身体づくりに積極的に取り組んで、

健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）を延ばし、生きがいを持って

いきいきと過ごしていきましょう。

▼対　象

◇65歳以上で、要介護１～５の認定を受けていないが、足腰が

　弱くなり、日常生活で介護予防を必要と感じている人

◇週1回、５カ月間の参加が可能な人

▼注意事項（参加制限など）

◇要支援１・２の認定を受けている人や、3カ月以内に入院または運動を含む日常生活の

　制限などがある人は、主治医の診断書が必要です。

◇要支援１・２の認定を受けている人は、①・②コースの参加となります。

▼実施期間　５月１日（金）～９月２９日（火）の週１回（計２０回）

▼参加費　１回２００円　※診断書に要する費用は自己負担です。

▼送　迎　①器具コース、③フィットネスAコースは送迎があります。必要な人は、申し込み

　　　　　時にご相談ください。（別途片道４０円が必要です。）

▼申し込み期間　４月１日（水）～１４日（火）

▼内　容

コ　ー　ス 曜日
募集人数
（※）

内　　　容 場　　所 時　　間

①
器具コース
（パワーリハビリ）

月 １０人
個々に合ったプログラムに基づき、
専用の運動機器を使ったトレーニ
ングを行います。

いきいきリハビリ
センター
（さかい幸朋苑内）

午後２時～
３時３０分

火 １０人

木 １０人

② 介護予防コース 金 ２０人

ストレッチ体操などのほか、栄養
状態や口腔機能の改善を行い、介
護を必要としない身体を目指しま
す。

保健相談センター
午後２時～
３時３０分

③
フィットネス
Ａコース

火 ２０人

ストレッチ体操や道具を用いた体
操のほか、栄養改善や口腔機能の
向上に必要な知識や技術を学びま
す。

浜の里
（老人福祉センター）

午前１０時～
１１時３０分

④
フィットネス
Ｂコース

金 ２２人
体力に合わせて、ストレッチ体操
や道具を用いた体操を行います。

保健相談センター
午前１０時～
１１時３０分

※申し込み多数の場合は、新規参加者を優先します。
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地域包括支援センターからのお知らせ

　地域包括支援センターをご存知ですか? 

　高齢者が健やかに暮らすための、介護、医療、保健、福祉などの側面から高齢者を支える総合相談

窓口です。

　毎日の生活の中で、何か不安なことはありませんか？

例えば、こんなことで困ったら…

　＜介護のこと＞・介護保険を利用したいが、どうすればいい？

　＜健康のこと＞・最近、足腰が弱くなり寝たきりへの不安がある。

　　　　　　　　・一人暮らしで持病もあり急に具合が悪くなったら・・と不安。

　＜家族のこと＞・母の介護をしているが、つい声を荒げてしまう。

　　　　　　　　・離れて住んでいる一人暮らしの父が心配。なかなか様子が見に行けなくて。

　＜近所の高齢者のこと＞・近所の高齢者が虐待されているよう。どうしたらいい？

　　　　　　　　・最近、顔を見かけなくなった高齢者がいる。一人暮らしで心配。

　＜お金や財産＞・最近物忘れがひどくお金の管理に自信がなくなってきた、頼れる身内もいない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などなど・・・

一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

※地域包括支援センターに行けないときは、職員が訪問することもできます。

　このほか、介護予防のための講座なども開催しています。随時お知らせいたします。

【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

はまカフェ（はまかぜ認知症カフェ）

　季節のお菓子・ひきたてのコーヒーなどを楽しみ

ながら、認知症について学んでみませんか？

　どなたでも参加いただけます。

▼と　き　４月２２日（水）午後１時～３時

▼ところ　済生会地域ケアセンター１階

　　　　　はまカフェ

▼参加費　１００円

　専門のスタッフに、物忘れや介護の相談ができま

す。

▼問い合わせ先

　介護老人保健施設はまかぜ　☎４２－３１９０

おれんじカフェさかいみなと

▼ところ　老人福祉センター（浜の里）

▼参加費　１００円

認知症の人を介護する家族のつどい

　認知症に関することや介護の悩みを話す場所で

す。

▼と　き　４月１３日（月）午前１０時～正午

おれんじカフェさかいみなと

　どなたでも参加でき、相談や介護など情報交換の

場として気軽に立ち寄れる場所です。

　今回は今年初めてのカフェです。脳トレゲームやお茶

を飲みながら、一緒に話しましょう。

▼と　き　４月２７日（月）午前１０時～正午

主任ケアマネジャー・社会福祉士・保健師・ケアマネジャー等の

専門職が複数います。

地域包括支援センターには

5　令和２年４月



　

今
期
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
令

和
２
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
を
ご
審
議
願
う
に
あ
た
り
、

所
信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

主
要
課
題
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
な
ら

び
に
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
９
月
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
今
期
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
市
長
就
任
当

時
、
平
成
の
大
合
併
で
単
独
存
続
の

道
を
選
択
し
た
本
市
の
財
政
状
況
は

硬
直
化
が
進
ん
で
お
り
、
実
質
収
支

が
赤
字
に
転
落
し
、
数
年
後
に
は
基

金
が
底
を
尽
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

危
機
的
な
事
態
に
直

面
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、「
公

明
正
大
」
の
政
治
理

念
の
も
と
、
市
民
の

皆
様
に
も
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
、
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
を

断
行
し
、
そ
の
取
り

組
み
に
よ
り
得
ら
れ

た
果
実
を
も
と
に
、

今
日
ま
で
「
魅
力
と

活
気
に
あ
ふ
れ
、
心

豊
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

と
り
わ
け
、
子
育
て
支
援
に
は
重

点
を
置
き
、
保
育
料
の
大
幅
な
引
き

下
げ
、
乳
幼
児
の
子
育
て
を
支
援
す

る
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な

く
支
援
す
る
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
加
え
、
義
務
教

育
施
設
の
改
築
や
大
規
模
改
造
、
中

学
校
給
食
の
導
入
な
ど
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
夕
日
ヶ
丘
団
地
は
、
定
期
借
地
権

を
活
用
し
た
分
譲
を
進
め
つ
つ
、
商

業
施
設
を
誘
致
し
、
現
在
で
は
２
０

０
０
人
近
く
が
居
住
す
る
賑
わ
い
あ

る
ま
ち
へ
と
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
間
、
本
市
が
有
す
る

港
湾
・
空
港
・
漁
港
の
「
３
つ
の
港
」

は
機
能
強
化
が
格
段
に
進
み
、
全
国

有
数
の
観
光
地
へ
と
成
長
し
た
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
は
「
す
べ
て
の
人
に

や
さ
し
く
、
誰
も
が
楽
し
め
る
道
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
一
層
の
賑

わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
周
辺
の
自
治
体

と
の
連
携
に
よ
り
広
域
圏
を
創
り
上

げ
、
こ
う
し
た
社
会
基
盤
を
広
範
囲

で
利
活
用
し
、
圏
域
全
体
の
繁
栄
を

目
指
し
て
い
く
「
連
携
と
共
栄
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
市
政
運
営
に
あ
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
我
が
国
は
本
格
的
な
人
口

減
少
社
会
を
迎
え
、
地
方
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
一
つ
の

自
治
体
で
諸
課
題
を
完
結
す
る
こ
と

は
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

私
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た

と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
令
和
の
時
代
に
お
い
て
も
揺
る

ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
に
残
さ
れ
た
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
半
年
を
切
り
ま
し
た
。
本
市
が
有

す
る
資
源
や
特
性
に
一
層
磨
き
を
か

け
、
圏
域
で
の
連
携
を
さ
ら
に
深
化

さ
せ
な
が
ら
、
計
画
の
最
終
年
度
を

迎
え
る
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ

ラ
ン
の
総
仕
上
げ
に
全
力
を
傾
け
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で

ま
い
り
ま
す
。

規
律
あ
る
行
財
政
運

営
と
協
働
の
推
進

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案

　

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
規
律

あ
る
財
政
運
営
に
よ
り
、
市
債
残
高

の
大
幅
な
縮
減
や
財
政
調
整
基
金
を

は
じ
め
と
す
る
基
金
残
高
の
増
加
な

ど
、
目
に
見
え
る
形
で
改
善
し
、
自

立
・
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立

が
図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
２
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
、
防
災
行
政
無
線
シ

ス
テ
ム
の
更
新
工
事
や
第
三
中
学
校

の
大
規
模
改
造
工
事
な
ど
の
大
型
投

資
事
業
が
加
わ
る
中
、
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
て
積
み
増

し
た
基
金
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
財
源
配
分
を
図
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

プ
ラ
ン
に
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ

る
「
環
日
本
海
オ
ア
シ
ス
都
市
」
の

実
現
に
向
け
、
総
仕
上
げ
の
予
算
と

な
る
よ
う
に
、
関
連
す
る
事
業
に
は

最
大
限
配
慮
し
て
編
成
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

３月定例市議会報告
　３月定例市議会が２月２６日から３月１９日まで開催されました。
　はじめに、中村市長が当面する課題や新年度に向けての施政方針を述べた後、
令和２年度一般会計予算などが上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

中

村

市

長

の

施

政

方

針

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
創
り
上

げ
て
い
く
」
こ
の
思
い
の
も
と
、
市

長
就
任
以
来
、
一
貫
し
て
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
考
え
を
提
唱
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
境
港
市
み
ん
な
で
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
施
行
や
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
開
設
、
市
民
活
動
推
進
補

助
金
の
創
設
な
ど
を
通
じ
て
、
意
識

の
醸
成
や
活
動
の
支
援
を
図
り
、
今

日
で
は
様
々
な
場
面
で
活
動
の
輪
が

広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
、
各
種
団
体
、
事
業
者
な
ど

が
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
果

た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
分
担
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
な
が
ら
様
々
な
形
で
連
携
し
、

よ
り
よ
い
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
い
く
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
今
後
も
末
永

く
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
、
最
も
基
礎
的
な
団
体
で
あ

る
自
治
会
は
、
一
部
で
役
員
の
な
り

手
不
足
や
活
動
の
停
滞
な
ど
の
問
題

が
生
じ
、
近
隣
と
の
合
併
に
向
け
た

協
議
が
進
ん
で
い
る
地
区
も
あ
り
ま

す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
う

し
た
動
き
を
後
押
し
す
る
た
め
、
令

和
２
年
度
か
ら
３
年
間
、
合
併
し
た

自
治
会
の
安
定
し
た
運
営
や
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
助
成
制
度
を
設
け

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

　

境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

に
つ
き
ま
し
て
は
、
冒
頭
に
も
申
し

上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
計
画
期
間
が

令
和
２
年
度
で
終
了
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
は
、
市

政
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

切
れ
目
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
令
和

３
年
度
を
計
画
の
初
年
度
と
し
た
次

期
プ
ラ
ン
を
、
令
和
２
年
度
中
に
策

定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総

合

戦

略

　

境
港
市
総
合
戦
略
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
期
戦
略
の
策
定
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
期
戦
略
で
は
、
引
き
続
き
「
３

つ
の
港
と
水
産
・
観
光
資
源
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
子
育
て
す
る

な
ら
境
港
を
標
榜
し
た
子
育
て
環
境

づ
く
り
」
の
２
つ
の
基
本
目
標
と
あ

わ
せ
、
圏
域
で
の
目
標
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
３
０
年
に
向

け
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
関
係
人
口
の
創

出
な
ど
新
た
な
視
点
も
取
り
入
れ
、

官
民
が
連
携
し
て
、
人
口
・
経
済
・

地
域
社
会
の
諸
課
題
に
一
体
的
・
持

続
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
向

け
、
各
界
と
連
携
を
図
り
、
こ
れ
ま

で
の
施
策
に
一
層
磨
き
を
か
け
な
が

ら
、
新
た
な
施
策
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

経
済
の
活
性
化
と

都

市

基

盤

整

備

中

海
・

宍

道

湖
・

大

山

圏

域

の

連

携

　

平
成
30
年
度
か
ら
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
の
会
長
と
し

て
、
圏
域
が
日
本
海
側
を
代
表
す
る

拠
点
と
な
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

し
た
結
束
の
も
と
、
経
済
界
な
ど
と

も
連
携
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
月
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
の
会
長
に
は
安
来

市
長
が
選
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

新
会
長
の
も
と
、
今
後
と
も
圏
域
が

あ
た
か
も
「
ひ
と
つ
の
ま
ち
」
の
よ

う
に
、
一
体
的
な
発
展
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
圏
域
市
長
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
次
期
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
「
圏
域
人
口
60
万
人

の
維
持
」
を
基
本
目
標
と
し
、
住
み

た
く
な
る
圏
域
づ
く
り
に
向
け
、
各

市
町
村
が
有
す
る
資
源
や
特
性
を
活

用
し
た
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
イ
ン
ド
・
ケ
ラ

ラ
州
や
台
湾
・
台
北
市
と
の
経
済
交

流
の
拡
大
の
ほ
か
、
圏
域
の
質
の
高

い
農
水
産
品
や
加
工
品
な
ど
が
一
堂

に
集
う「
山
陰
い
い
も
の
マ
ル
シ
ェ
」

や
、
圏
域
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
支

援
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談

会
を
本
市
で
開
催
し
、
圏
域
の
産
業

発
展
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
、
東
京
大
学
地
域
未

来
社
会
連
携
研
究
機
構
と
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
東
京
大

学
の
学
生
が
圏
域
を
活
動
の
場
と
し

て
、
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

東

ア

ジ

ア

交

流

　

昨
年
、
圏
域
の
経
済
活
動
や
対
岸

諸
国
と
の
交
流
を
長
年
に
わ
た
り
支

え
て
き
た
「
海
の
道
」
で
あ
る
環
日

本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
と
「
空
の

道
」
で
あ
る
米
子
・
ソ
ウ
ル
便
が
、

い
ず
れ
も
運
休
と
な
る
厳
し
い
局
面

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
鳥
取

県
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
と
も
に
、

運
航
再
開
へ
の
道
を
模
索
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
日
韓
両
国
政
府
間
の

関
係
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
ず
、
環

日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
運
航

会
社
が
運
休
中
の
経
費
節
減
を
図
る

た
め
、
先
月
末
に
人
員
調
整
に
踏
み

切
り
、
米
子
・
ソ
ウ
ル
便
も
運
航
再

開
の
目
途
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
な
ど
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
の
多
角
化
を
進
め
る
中
、

先
月
11
日
に
就
航
し
た
米
子
・
上
海

便
は
、
上
海
か
ら
の
初
便
が
ほ
ぼ
満

席
の
状
態
で
到
着
す
る
な
ど
好
調
な

出
足
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
急
速
な
感
染
拡
大
と

い
う
思
い
も
よ
ら
な
い
事
態
に
直
面

し
、
運
休
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

感
染
拡
大
は
、
今
も
な
お
続
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
運
休
の
期
間

が
４
月
21
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
ほ
か
、

米
子
・
香
港
便
も
来
月
28
日
ま
で
運

休
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環
日
本

海
国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
や
米
子
・
ソ

ウ
ル
便
の
運
航
再
開
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
、
圏
域
の
観
光
へ
の
影

響
を
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
環
日
本
海

国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
運
航
会
社
は
、

貨
客
船
の
修
繕
を
進
め
る
な
ど
、
再

開
に
強
い
意
欲
を
み
せ
て
お
り
、
各

航
空
路
線
の
運
航
会
社
も
、
感
染
拡

大
の
終
息
や
日
韓
関
係
の
改
善
が
図

ら
れ
れ
ば
、
再
開
す
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。

　

必
ず
運
航
が
再
開
さ
れ
る
と
信
じ
、

鳥
取
県
な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
て
、

い
つ
再
開
と
な
っ
て
も
安
定
し
た
運

航
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
態
勢
や
、
再
開
後
を
見
据
え
た

受
入
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
運
航
再

開
に
向
け
た
働
き
か
け
を
、
粘
り
強

く
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

総

合

戦

略

東

ア

ジ

ア

交

流

３月定例市議会報告

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
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観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
各
方
面

か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

先
般
、
総
務
省
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

大
賞
を
受
賞
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
効
果
に
よ

り
、
昨
年
の
入
込
客
数
は
８
年
ぶ
り

に
３
０
０
万
人
の
大
台
を
達
成
し
ま

し
た
。
昼
は
大
き
く
広
が
っ
た
歩
道

を
ゆ
っ
た
り
と
散
策
す
る
人
々
、
夜

は
妖
怪
影
絵
の
投
影
な
ど
趣
向
を
凝

ら
し
た
演
出
照
明
を
楽
し
む
人
々
で

賑
わ
い
、
通
過
型
観
光
地
か
ら
滞
在

型
観
光
地
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
令
和
の
時
代
を
迎
え
た
記

念
す
べ
き
年
に
、
大
変
多
く
の
お
客

様
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
を
喜

ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
勢

い
を
持
続
し
、
令
和
２
年
度
に
見
込

ま
れ
て
い
る
累
計
入
込
客
数
４
０
０

０
万
人
を
１
日
で
も
早
く
達
成
で
き

る
よ
う
に
、
観
光
協
会
を
は
じ
め
関

係
団
体
と
官
民
一
丸
と
な
り
、
引
き

続
き
、
魅
力
の
向
上
や
賑
わ
い
の
創

出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
改
修
に
向
け
た
実
施
設
計

を
進
め
て
い
る
境
港
駅
前
公
園
に
つ

い
て
は
、
妖
怪
影
絵
な
ど
の
演
出
照

明
の
導
入
を
柱
に
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
と
一
体
と
な
っ
た
公
園
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
に
つ
き
ま
し

て
も
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
勢
い

に
支
え
ら
れ
、
昨
年
の
入
館
者
数
が

６
年
ぶ
り
に
25
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
あ
り
方
検

討
委
員
会
か
ら
、「
建
て
替
え
る
べ

き
」
と
の
提
言
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
の
提
言
を
も
と
に
、

さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
に
お
け
る
令
和
元
年
の
水

揚
量
は
８
万
５
千
ト
ン
余
と
、
10
万

ト
ン
を
下
回
る
大
変
厳
し
い
結
果
と

な
り
、
前
年
か
ら
順
位
を
２
つ
下
げ
、

全
国
第
７
位
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
水
揚
金
額
に
つ
い
て
は
、

５
年
連
続
で
２
０
０
億
円
を
上
回
る

２
１
１
億
円
余
を
記
録
し
、
全
国
第

５
位
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
境
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
水

産
物
が
行
き
交
う
卸
売
市
場
は
、
高

度
衛
生
管
理
型
と
し
て
一
部
が
供
用

開
始
さ
れ
て
か
ら
、
ま
も
な
く
９
カ

月
が
経
過
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
導
入
を
支
援
し
た
電
動

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
新
た
な
資
機

材
の
使
用
な
ど
に
よ
る
徹
底
し
た
衛

生
管
理
が
機
能
し
て
お
り
、
今
後
は
、

２
号
上
屋
の
新
築
工
事
が
本
格
化
す

る
予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

付
加
価
値
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
境

港
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
売
り
込
み
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
一
層
重
要
と
な

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
鳥
取
県
や
水
産

業
界
の
皆
さ
ん
と
心
を
一
つ
に
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、「
さ
か
な
と
鬼
太
郎

の
ま
ち
」
を
標
榜
す
る
本
市
を
支
え

る
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
漁
船
の
乗
組
員
な
ど
を
新
た
に

雇
用
し
、
技
術
の
習
得
に
向
け
た
研

修
を
行
う
企
業
へ
の
助
成
に
よ
り
担

い
手
の
確
保
を
図
る
ほ
か
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
水
産
業
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、
フ
ィ
ッ

シ
ュ
・
キ
ッ
チ
ン
や
マ
グ
ロ
集
会
、

中
野
港
漁
村
市
を
開
催
す
る
漁
師
と

の
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
図

る
企
業
が
、
国
際
認
証
の
取
得
を
目

指
し
て
行
う
施
設
整
備
を
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農

業

の

振

興

　

就
農
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

が
進
み
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る

中
、
鳥
取
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

連
携
し
た
様
々
な
支
援
体
制
を
整
え

る
こ
と
で
、
新
規
就
農
者
な
ど
担
い

手
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
国
の

事
業
を
活
用
し
て
、
耕
作
放
棄
地
を

農
地
に
再
生
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
若
手
農
家
の
会
が
活

発
に
活
動
す
る
な
ど
、
多
く
の
意
欲

あ
る
若
手
農
業
者
が
育
ち
、
農
業
法

人
や
認
定
農
業
者
等
に
よ
る
経
営
規

模
の
拡
大
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今

後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

担
い
手
や
農
地
の
確
保
を
図
り
、
本

市
の
特
産
で
あ
る
白
ネ
ギ
栽
培
の
維

持
・
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伯
州
綿
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
中
心
と
な

り
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

３
年
の
任
期
の
最
終
年
度
を
迎
え

る
現
在
の
隊
員
は
、
任
期
終
了
後
、

本
市
で
起
業
す
る
予
定
と
伺
っ
て
お

り
、
必
要
と
な
る
費
用
に
対
す
る
助

成
を
通
じ
て
、
起
業
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
な
お
、
次
期
隊
員
は
２

人
採
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

多

文

化

共

生

　

昨
年
12
月
末
現
在
、
本
市
に
は

５
０
０
人
余
の
外
国
人
住
民
が
居
住

し
、
中
で
も
技
能
実
習
や
特
定
技
能

の
資
格
を
有
す
る
皆
さ
ん
は
、
基
幹

産
業
で
あ
る
水
産
関
連
業
を
中
心
に
、

本
市
の
産
業
を
支
え
る
存
在
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
材
と
の
共
生
に
向
け
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
日
本
語
教
室
や
伝

統
文
化
を
体
験
す
る
交
流
会
を
引
き

続
き
開
催
し
、
相
互
理
解
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

生
活
に
必
要
と
な
る
施
設
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
案
内
図
を
や
さ
し
い
日
本

語
を
用
い
て
作
成
す
る
ほ
か
、
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
、
市
役
所
な
ど
に
多
言
語
音
声
翻

訳
機
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

港

湾

整

備

　

竹
内
南
地
区
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

と
境
港
管
理
組
合
に
よ
る
工
事
が
順

調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
４
月
11
日

に
は
完
成
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、

圏
域
が
長
年
に
わ
た
り
待
ち
望
ん
で

い
た
供
用
開
始
を
迎
え
ま
す
。

　

圏
域
の
新
た
な
「
海
の
玄
関
口
」

で
あ
る
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

誕
生
に
よ
り
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
な
ど

で
お
越
し
に
な
る
国
内
外
か
ら
の
お

客
様
を
、
他
港
に
も
引
け
を
取
ら
な

い
素
晴
ら
し
い
環
境
の
も
と
で
お
迎

え
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
、
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

10
月
に
は
、
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
周

辺
を
会
場
に
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
負
け
な
い
大
会
と
な
る
よ
う
に
、

来
月
立
ち
上
げ
る
予
定
の
実
行
委
員

会
の
も
と
、
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農

業

の

振

興

多

文

化

共

生

観

光

振

興

港

湾

整

備

水

産

業

の

振

興
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ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
で
は
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
皆
生
温
泉
を
結
ぶ
「
白
砂

青
松
の
弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
」
も
、
来
月
22
日
に
全
線
開
通
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
や
境
港
管
理
組
合
、
さ
ら

に
は
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
施
設
と
も
連

携
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
の
活
用
を
図
り
、「
み
な

と
」
を
核
と
し
た
、
賑
わ
い
の
創
出

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

国
土
交
通
省
に
よ
り
進
め
ら
れ
て

い
る
中
海
護
岸
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
西
工
業
団
地
の
貯
木
場
周
辺
に

お
い
て
護
岸
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
本
年
度
で
計
画
の
90
％
程
度
ま

で
進
捗
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
未
整
備
の
区
間
に
お
い
て
、

雨
水
対
策
と
し
て
計
画
し
て
い
る
排

水
樋
門
の
整
備
工
事
を
国
と
費
用
を

分
担
し
た
上
で
、
令
和
２
年
度
か
ら

２
年
か
け
て
、
国
土
交
通
省
に
委
託

し
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

渡
漁
港
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
旧
漁
港
周
辺
道
路
の
舗
装
や

側
溝
整
備
、
市
道
渡
84
号
線
の
拡
幅

整
備
を
鋭
意
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
、
令
和
２
年
度
の
全

線
供
用
開
始
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

道

路

等

の

整

備

　

市
道
は
市
民
生
活
や
経
済
活
動
の

基
盤
で
あ
り
、
橋
梁
な
ど
の
個
別
施

設
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、

自
治
会
要
望
や
関
係
機
関
と
連
携
し

た
通
学
路
の
合
同
点
検
な
ど
を
踏
ま

え
た
安
全
対
策
等
を
計
画
的
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
個
別
施
設
計
画

に
基
づ
く
橋
梁
の
修
繕
工
事
を
行
う

ほ
か
、
誠
道
町
南
側
の
市
道
高
松
渡

線
の
舗
装
修
繕
工
事
や
、
通
学
路
の

安
全
対
策
と
し
て
、
本
年
度
に
引
き

続
き
、
外
江
小
学
校
北
側
道
路
の
カ

ラ
ー
舗
装
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

米
子
・
境
港
間
の
高
規
格
幹
線
道

路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
初
め

て
鳥
取
県
や
米
子
市
、
日
吉
津
村
と

と
も
に
、
早
期
事
業
化
に
向
け
た
国

へ
の
要
望
活
動
を
行
い
、
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
て
い
く
た
め
、
周
辺
の
自
治

体
と
と
も
に
、
行
政
や
議
会
、
経
済

界
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
す
る

体
制
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

公

共

下

水

道

事

業

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
計
画
区
域
に
最
後
の
区

域
と
な
る
外
江
地
区
の
北
側
等
を
追

加
し
、
通
称
・
天
皇
道
路
な
ど
で
汚

水
幹
線
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
渡
町
を
中

心
に
汚
水
枝
線
の
面
整
備
を
予
定
し

て
お
り
、
令
和
２
年
度
末
の
普
及
率

は
、
約
83
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
全
体
の
中
長
期
的
な

状
態
を
予
測
し
な
が
ら
、
計
画
的
・

効
率
的
に
管
理
す
る
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
を
下
水
道
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
を
対
象
と
し
て
、
令
和

２
年
度
か
ら
２
年
か
け
て
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

空

家

対

策

の

推

進

　

家
族
構
成
の
変
化
や
家
屋
の
老
朽

化
に
よ
り
、
全
国
的
に
空
家
の
増
加

が
進
む
中
、
そ
の
対
策
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

平
成
26
年
に
境
港
市
空
家
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
を
施
行
し
、
こ
れ

ま
で
に
41
件
の
特
定
空
家
が
除
却
等

に
よ
り
解
消
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
施
策
を
推
進

す
る
た
め
、
本
年
度
中
に
境
港
市
空

家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
、
令
和
２

年
度
か
ら
計
画
に
基
づ
き
、
総
合
的

な
空
家
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

鳥
取
県
西
部
地
震
か
ら
本
年
で
20

年
と
な
り
ま
す
。
近
年
、
大
規
模
な

災
害
が
全
国
で
頻
発
し
て
お
り
ま
す

が
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
地
域
防
災
力
の
充
実
度

が
問
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
と
連
携
し
て
各

種
防
災
訓
練
や
研
修
会
を
繰
り
返
し

実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
や
防
災
士
の
育
成
支
援
、
消
防
団

の
充
実
強
化
な
ど
を
図
り
、
自
主
防

災
組
織
の
結
成
率
は
80
％
近
く
ま
で

進
み
、
防
災
士
の
資
格
取
得
者
も
60

人
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
が
年
次
的
に
資
機
材

を
整
備
で
き
る
よ
う
に
、
整
備
に
関

す
る
助
成
制
度
を
見
直
す
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

津
波
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
取
県
が
本
市
の
一
部
を
津
波
災
害

警
戒
区
域
に
指
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

基
準
水
位
等
を
加
え
た
新
た
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
に
配
布
す

る
こ
と
で
、
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
設

計
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

令
和
２
年
度
に
整
備
工
事
を
行
い
、

令
和
３
年
度
の
運
用
開
始
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

環

境

施

策

　

ご
み
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環

境
負
荷
の
低
減
と
循
環
型
社
会
の
構

築
を
念
頭
に
一
層
の
減
量
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
分
別
の
徹
底
に
よ

る
再
資
源
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
近
年
、
全
国
的
に
関
心
が

集
ま
っ
て
い
る
食
品
ロ
ス
削
減
の
取

り
組
み
は
、
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に

も
大
変
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
い
て
も
、
啓
発
や
広
報
な
ど

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

海
・
宍
道
湖
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
か
ら
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。
豊
か

な
環
境
を
こ
の
先
も
守
る
た
め
、
圏

域
の
多
く
の
住
民
が
参
加
し
実
施
し

て
い
る
一
斉
清
掃
な
ど
の
活
動
に
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
普
及
が
進
む
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
向
け
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共

施
設
で
使
用
す
る
電
力
を
太
陽
光
発

電
で
賄
う
た
め
の
調
査
・
研
究
を
、

国
の
事
業
を
活
用
し
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

基

地

対

策

　

美
保
基
地
へ
の
Ｃ
２
輸
送
機
の
配

備
は
、
令
和
２
年
度
末
に
完
了
し
、

10
機
体
制
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
空
中
給
油
・
輸
送
機
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
度
中
に
初
号
機
が
、

令
和
３
年
度
中
に
２
号
機
が
、
そ
れ

ぞ
れ
国
に
納
入
さ
れ
、
順
次
美
保
基

地
へ
配
備
さ
れ
る
計
画
と
伺
っ
て
お

り
、
今
後
と
も
、
安
全
対
策
や
騒
音

軽
減
の
徹
底
を
強
く
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

道

路

等

の

整

備

防

災

対

策

中

海

護

岸

整

備

空

家

対

策

の

推

進

環

境

施

策

公

共

下

水

道

事

業

基

地

対

策
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空
中
給
油
・
輸
送
機
の
配
備
に
係

る
地
域
振
興
策
の
一
環
と
し
て
進
め

て
い
る
中
浜
地
区
の
各
集
会
所
の
耐

震
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
屋
町
会
館
と
財

ノ
木
町
会
館
の
改
修
工
事
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
す
る
教

育
と
福
祉
の
充
実

学

校

教

育

の

充

実

　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
を
重
視
し
た
新
し
い
学
習
指

導
要
領
が
４
月
か
ら
小
学
校
に
お
い

て
全
面
実
施
と
な
り
、
３
年
生
・
４

年
生
で
は
外
国
語
活
動
の
授
業
が
、

５
年
生
・
６
年
生
で
は
外
国
語
の
授

業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
た

め
、
外
国
語
指
導
助
手
を
順
次
増
員

し
て
６
人
体
制
と
し
、
児
童
の
外
国

語
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
12
月
、
国
が
児
童
生
徒

１
人
に
つ
き
１
台
の
学
習
用
端
末
を

整
備
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
令
和

５
年
度
末
ま
で
に
端
末
と
校
内
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
国
費
を
活

用
し
な
が
ら
、
順
次
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

誠
道
小
学
校
は
来
月
、
37
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
、
４
月
か
ら
余
子
小

学
校
と
統
合
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

統
合
準
備
委
員
会
の
も
と
、
学
校
と

家
庭
、地
域
が
緊
密
に
連
携
し
、様
々

な
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

統
合
後
、
こ
れ
ま
で
の
誠
道
小
学

校
の
児
童
が
安
全
に
登
下
校
し
、
安

心
し
て
新
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
度
の
第
一
中
学

校
区
に
続
き
、
第
三
中
学
校
区
に
お

い
て
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

残
る
第
二
中
学
校
区
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
の
導
入
に
向
け
、
地
域

学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
た
に

配
置
し
、
準
備
を
加
速
し
て
ま
い
り

ま
す
。

社

会

教

育

の

充

実

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
い
よ
い
よ

７
月
に
開
幕
し
ま
す
。
そ
の
聖
火
リ

レ
ー
が
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
５

月
22
日
に
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
を

出
発
し
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
駆

け
抜
け
、
市
役
所
に
至
る
コ
ー
ス
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
ト
ッ
プ
を

き
っ
て
、
本
市
を
代
表
す
る
観
光
地

を
舞
台
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
光

栄
に
思
っ
て
お
り
、
安
全
に
開
催
さ

れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
機
運

が
一
層
盛
り
上
が
る
よ
う
に
、
鳥
取

県
実
行
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
、
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
・
体
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
の
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
委
員
会
を
新

た
に
設
置
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
議

論
を
重
ね
て
い
た
だ
く
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
温
水
プ
ー
ル
は
、オ
ー

プ
ン
か
ら
30
年
余
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
一
時

休
館
し
、
外
壁
の
改
修
や
設
備
の
更

新
な
ど
大
規
模
な
改
修
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
改
修
に
あ
た
っ

て
は
、
利
用
休
止
の
期
間
を
最
小
限

に
留
め
る
よ
う
に
努
め
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
か

ら
本
格
的
な
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。
令
和
４
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、
工
事
を
軌
道
に
乗
せ
る
と
と

も
に
、
進
捗
状
況
を
市
報
な
ど
に
よ

り
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
境
港
」
を
標
榜

し
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

中
で
も
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
２
度
に
わ
た
り
引
き
下
げ
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽
減

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
、
国
の
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
子
ど
も

の
保
育
料
を
、
令
和
２
年
度
か
ら
最

大
で
13
％
引
き
下
げ
、
さ
ら
な
る
負

担
軽
減
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き

ま
し
て
は
、
重
い
急
性
胃
腸
炎
を
引

き
起
こ
す
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
10
月
か
ら
定

期
接
種
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
８
月
以
降
に

生
ま
れ
た
乳
児
が
対
象
と
さ
れ
て
お

り
、
同
年
度
に
生
ま
れ
た
す
べ
て
の

乳
児
が
自
己
負
担
な
く
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
４
月
か

ら
７
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
の
接

種
費
用
に
対
す
る
助
成
を
、
市
独
自

に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
産
後
間
も
な
い
母
親

の
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
支
援
を
行
う

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
を
無
料
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
産

後
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
利
用
助
成
対
象
に
、
家
庭
で
の
負

担
が
よ
り
重
い
と
さ
れ
る
双
子
や
３

つ
子
な
ど
の
多
胎
児
を
育
児
し
て
い

る
世
帯
を
加
え
る
こ
と
で
、
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

障

が

い

福

祉

の

充

実

　

本
年
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
経
験
の
あ

る
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー
ト
を
講
師
に

迎
え
、
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
や

難
聴
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
役
所
に

職
員
と
の
円
滑
な
対
話
を
支
援
す
る

機
器
を
設
置
す
る
ほ
か
、
筆
談
の
必

要
性
や
方
法
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
中
核
を
担
う
機
関
で

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
28
年
に
直
営
一
本
化
し
て
以
来
、

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
フ

レ
イ
ル
予
防
事
業
を
中
心
と
し
た
住

民
主
体
に
よ
る
介
護
予
防
の
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
に
お
い
て
は
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
啓
発
活
動
な

ど
に
よ
り
、
高
齢
者
を
支
え
る
体
制

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

社

会

教

育

の

充

実

障

が

い

福

祉

の

充

実

子

育

て

支

援

の

充

実

学

校

教

育

の

充

実
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今
後
も
、
こ
う
し
た
地
域
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
介
護
、

医
療
に
お
け
る
多
職
種
の
連
携
強
化

を
図
る
な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
３
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
次
期
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
、

令
和
２
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
境
港

市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
に
基
づ
く

各
種
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
骨
粗

し
ょ
う
症
の
専
門
医
な
ど
に
よ
る
講

演
会
や
運
動
指
導
を
実
施
し
、
骨
密

度
検
査
の
さ
ら
な
る
受
診
率
向
上
を

図
る
ほ
か
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必

要
と
さ
れ
た
人
を
対
象
と
し
て
、
健

康
づ
く
り
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
と
連
携
し

た
運
動
の
習
慣
付
け
や
食
生
活
の
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
が
ん
征
圧
を
目
指
す

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ

パ
ン
と
っ
と
り
」
が
９
月
に
本
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
実
行
委
員
会
に
本

市
も
参
画
し
て
お
り
、
こ
の
大
会
が

支
援
の
動
き
や
各
種
が
ん
検
診
の
受

診
意
識
が
高
ま
る
機
会
と
な
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
レ
セ
プ

ト
や
特
定
健
康
診
査
の
結
果
を
分
析

し
、
被
保
険
者
の
健
康
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後

の
保
健
事
業
の
計
画
策
定
に
活
用
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
内
で
も
感
染
が
拡
大
し

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対

策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
先
月
31
日

に
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
鳥
取
県

な
ど
と
連
携
し
情
報
収
集
等
に
あ

た
っ
て
お
り
、
事
態
を
注
視
し
な
が

ら
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

令

和

２

年

度

予

算

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
が
１
７

０
億
５
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
１
・
４
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会

計
で
は
、
２
７
３
億
３
２
４
９
万
５

千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
２
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
冊
「
境
港

　

市
の
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令

和

元

年

度

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
９
２

８
万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
７
９
億
５
３
７
６
万
円
と
し
ま

し
た
。

《
歳　

出
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

の
締
結
に
伴
う
、
保
留
地
の
購
入
費

１
９
８
８
万
円
余
、
原
子
力
防
災
対

策
基
金
へ
の
積
立
金
４
０
０
０
万
円
、

生
活
保
護
費
な
ど
過
年
度
に
国
・
県

か
ら
受
け
た
負
担
金
や
補
助
金
の
精

算
等
に
伴
う
返
還
金
５
１
９
６
万
円

余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
１
２
２
５
万
円
余
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
な

ど
に
伴
う
、
障
が
い
児
通
所
支
援
費

２
０
９
８
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

【
衛
生
費
】

　

受
診
者
の
増
加
に
伴
う
、
肺
が
ん

検
診
委
託
料
53
万
円
、
委
託
単
価
の

変
更
な
ど
に
伴
う
、
可
燃
ご
み
処
理

委
託
料
６
５
９
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
県
が

一
部
前
倒
し
し
て
、
施
工
す
る
境
漁

港
の
２
号
上
屋
に
係
る
地
盤
耐
震
改

良
工
事
に
伴
う
、
漁
港
改
修
事
業
地

元
負
担
金
２
７
０
万
円
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

高
齢
者
等
の
運
転
免
許
自
主
返
納

者
の
増
加
に
伴
う
、
は
ま
る
ー
ぷ
バ

ス
の
回
数
乗
車
券
の
交
付
に
係
る
経

費
44
万
円
を
増
額
。

【
消
防
費
】

　

負
担
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
数
値

が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
う
、
鳥
取
県

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
へ
の
負
担

金
２
０
７
万
円
余
を
増
額
。

【
教
育
費
】

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
小
中

学
校
に
、
高
速
で
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す
る
た

め
の
経
費
１
億
１
６
１
４
万
円
余
、

修
繕
費
の
増
加
な
ど
に
伴
う
、
文
化

ホ
ー
ル
の
管
理
委
託
料
４
４
６
万
円

余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
一
方
、
設

計
額
に
あ
わ
せ
、
仮
称
・
境
港
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
費
２
３
９
９

万
円
余
を
減
額
す
る
ほ
か
、
小
学
校

体
育
館
改
修
事
業
な
ど
２
事
業
に
つ

い
て
、
市
債
を
増
額
す
る
こ
と
な
ど

に
伴
い
、
財
源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど

を
計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、

地
方
交
付
税
お
よ
び
市
債
を
増
額
す

る
一
方
、
基
金
繰
入
金
を
減
額
し
ま

し
た
。

《
継
続
費
》

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
整
備
事
業
に
お
い
て
、
設
計
額
に

あ
わ
せ
た
事
業
費
と
す
る
た
め
、
総

額
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
各
年

度
の
所
要
額
を
変
更
し
ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
、
年
度

内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
生

活
関
連
道
整
備
事
業
な
ど
９
事
業
に

つ
い
て
、
新
た
に
設
定
す
る
と
と
も

に
、
中
海
護
岸
整
備
関
連
事
業
に
つ

い
て
、
繰
越
限
度
額
を
増
額
し
ま
し

た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
７
５
万

４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

１
７
９
億
６
７
５
１
万
４
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
繰
越
明
許
費
と
債
務

負
担
行
為
を
追
加
し
ま
し
た
。

《
歳　

出
》

　

小
学
校
の
臨
時
休
校
や
分
散
型
登

校
に
伴
い
、
午
前
か
ら
開
設
し
て
い

る
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
の
賃
金
１

７
０
万
円
余
、
保
育
園
や
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
で
使
用
す
る
子
ど
も
用
マ
ス

ク
や
消
毒
剤
等
の
購
入
費
１
２
０
５

万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

《
歳　

入
》

　

緊
急
対
応
策
と
し
て
交
付
さ
れ
る

国
庫
支
出
金
を
計
上
。

令

和

２

年

度

予

算

３月定例市議会報告

市

民

の

健

康

づ

く

り

令

和

元

年

度

予

算
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■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
被
保
険
者
の

資
格
確
認
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
、
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
１
８
３
万

円
余
な
ど
を
増
額
す
る
ほ
か
、
一
般

医
療
分
の
事
業
費
納
付
金
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額
に
伴
う
財

源
振
替
を
行
い
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
９
９
万
５
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
38
億
７
２
２
１
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予

算
　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
、
年
度

内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
下

水
道
管
渠
事
業
な
ど
３
事
業
に
つ
い

て
、
繰
越
明
許
費
を
新
た
に
設
定
す

る
と
と
も
に
、
浸
水
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
繰
越
限
度
額
を
増
額
し
ま
し

た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
積
立
金

２
４
７
７
万
円
余
を
増
額
す
る
な
ど
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
０
６
万
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
38
億
８
９

８
９
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

条

例

等

■
境
港
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
市
長
等
の
市
に
対
す
る
損
害
賠

償
責
任
に
つ
い
て
、
善
意
で
か
つ
重

大
な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
一
部
を

免
責
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
最
低
責
任
負
担
額
な
ど

を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
境
港
市
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
服
務
の
宣

誓
お
よ
び
公
務
災
害
に
係
る
補
償
基

礎
額
に
関
す
る
規
定
を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
被
災
者
住
宅
再
建
等
支
援

事
業
助
成
条
例
の
一
部
改
正

　

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
被
災
し
た

住
宅
の
応
急
修
理
の
対
象
が
拡
充
さ

れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
被
災
者
住
宅

再
建
等
支
援
金
の
対
象
を
改
め
る
な

ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

印
鑑
登
録
を
行
わ
な
い
者
に
係
る

規
定
を
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
立
小
中
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

余
子
小
学
校
と
の
統
合
に
伴
い
、

誠
道
小
学
校
を
除
き
ま
し
た
。

■
境
港
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

改
正

　

誠
道
小
学
校
内
に
設
置
し
て
い
る

誠
道
児
童
ク
ラ
ブ
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

竜
ケ
山
球
場
の
使
用
時
間
を
改
め

ま
し
た
。

■
境
港
市
民
体
育
館
条
例
の
一
部
改

正
　

小
体
育
室
な
ど
を
個
人
が
使
用
す

る
場
合
の
使
用
料
を
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

昨
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
率
等
が

改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
低
所
得

者
に
対
す
る
介
護
保
険
料
の
軽
減
を

拡
充
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
森
林
環
境
基
金
条
例
の
制

定
　

本
年
度
創
設
さ
れ
た
森
林
環
境
譲

与
税
を
、
森
林
整
備
等
に
要
す
る
経

費
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

森
林
環
境
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

農
業
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
報
酬
に
、

農
地
利
用
最
適
化
活
動
の
実
績
に
応

じ
て
支
給
す
る
能
率
報
酬
額
を
加
え

ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
に
小
灘
惠
美
子
さ

ん
、
木
下
美
和
子
さ
ん
、
永
見
敏
明

さ
ん
を
推
薦

■
監
査
委
員
に
田
口
俊
介
さ
ん
を
選

任

議

員

提

出

議

案

■
公
定
価
格
の
改
善
、
待
機
児
童
解

消
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
の
た
め
の

必
要
な
措
置
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

■
放
射
能
汚
染
さ
れ
た
土
壌
（
除
染

土
）
の
再
利
用
（
処
分
・
拡
散
）
を

全
国
で
進
め
る
省
令
案
の
再
考
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
原
子
力
発
電
所
事
故
時
の
避
難
計

画
策
定
の「
事
前
対
策
め
や
す
線
量
」

を
よ
り
低
い
値
に
設
定
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
公
立
・
公
的
病
院
の
存
続
と
充
実

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る

実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
審
議
結
果

■
採
択
・
意
見
書
提
出

◇
公
定
価
格
の
改
善
、
待
機
児
童
解

　

消
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
の
た
め

　

の
必
要
な
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

◇
放
射
能
汚
染
さ
れ
た
除
去
土
壌
（

　

除
染
土
）
の
再
利
用
（
処
分
・
拡

　

散
）
を
全
国
で
進
め
る
省
令
案
の

　

再
考
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

　

つ
い
て
の
陳
情

◇
原
子
力
発
電
所
事
故
時
の
避
難
計

　

画
策
定
の
「
事
前
対
策
め
や
す
線

　

量
」
は
よ
り
低
い
値
を
設
定
す
る

　

よ
う
に
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求

　

め
る
陳
情

■
不
採
択

◇
桜
を
見
る
会
の
実
態
解
明
を
求
め

　

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳

　

情
◇
島
根
原
子
力
発
電
所
事
故
時
の
避

　

難
の
際
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
住
む
乳

　

幼
児
及
び
妊
産
婦
等
が
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏

　

内
の
住
民
同
様
に
被
ば
く
し
な
い

　

で
避
難
で
き
る
具
体
的
な
対
策
を

　

求
め
る
陳
情

※
各
委
員
会
構
成
は
市
議
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

条

例

等

３月定例市議会報告

市
議
会
議
長
・
副
議
長

　
　
　

が
決
ま
り
ま
し
た

森岡　俊夫　議員

【
議　

長
】

景山　憲　議員

【
副

議

長
】
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　（一社）境港水産振興協会から令和元年の全国主要漁港取扱高の発表がありました。

　令和元年の境漁港の水揚げ量は、前年と比べ約２５．７％減の８５，６７８トンとな

り、全国第７位（前年５位）でした。また、水揚げ金額については、前年と比べ約２．７％

減の２１１億８，４９４万円で、全国第５位（前年６位）でした。

境漁港の水揚げ量・全国第７位

▼問い合わせ先

　水産商工課水産振興係

　☎47－1055

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
強
化

　

平
成
30
年
７
月
に
健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
、
４

月
１
日
か
ら
、
受
動
喫
煙
（
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

が
、
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
）
対
策
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く
す

た
め
、
施
設
等
の
種
類
に
応
じ
て
、

敷
地
内
禁
煙
や
原
則
屋
内
禁
煙
と

い
っ
た
措
置
を
と
る
こ
と
が
法
律

上
の
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

▼
健
康
増
進
法
の
改
正
法
の
基
本
的
な
考
え

◇
基
本
的
考
え
方
１

　
「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す

◇
基
本
的
考
え
方
２

　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い
子
ど
も
、

　

患
者
等
に
特
に
配
慮

◇
基
本
的
考
え
方
３

　

施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施

　

多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
の
種
類
に
応
じ
て
、

一
定
の
場
所
以
外
で
の
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
喫

煙
に
よ
る
悪
影
響
や
周
囲
へ
の
影
響
を
再
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
こ
ち
ら

　
「
な
く
そ
う
！
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」

　

厚
生
労
働
省
特
設
ペ
ー
ジ

h
ttp

s://jy
u
d
o
k
itsu

e
n
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係　

☎
47
‐
１
０
４
１

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス

　
　
　

バ
ス
停
の
移
動

　

４
月
９
日
（
木
）
よ
り
、
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
・
生

活
コ
ー
ス
の
バ
ス
停
「
中
浜
小
学
校
入
口
」
を
図
の

と
お
り
東
へ
約
１
３
０
ｍ
移
動
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
振
興
課
交
通
政
策
係　

☎
47
‐
１
０
２
８

中浜小学校入口　バス停

13　令和２年４月



～まちの話題～
～市民活動推進補助金を募集します～

　４・５月に実施する事業を対象に募集します。

▼対象団体　　　団体の運営に関する規約等があり、市内で活動する市民活動団体および企業

▼対象事業　　　市民活動団体および企業が実施し、市民活動（企業が行う営利を目的としない社会貢
　　　　　　　　献活動も含む）を促進するために適当と認める事業で、４月から５月の間に実施（開始）
　　　　　　　　するもの

▼補助限度額　　◇新規設立事業　　　　　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）
　　　　　　　　◇緑化事業　　　　　　　　６万円 （補助対象経費の５分の４以内）
　　　　　　　　◇一般事業（１回目）　　　３０万円 （補助対象経費の３分の２以内）
　　　　　　　　◇一般事業（２回目以降）　３０万円 （補助対象経費の２分の１以内）

▼申し込み方法　申請書等の必要書類を提出してください。
　　　　　　　　※申請書等は市ホームページまたは地域振興課窓口にて配布します。

▼申込期限　　　４月１５日（水）
　　　　　　　　※事前にご連絡ください。
　　　　　　　　※２回目の募集は７月に行います。募集内容については、市報７月号に掲載します。

▼審査方法等　　５月上旬に開催予定の審査会において、申請団体によるプレゼンテーションと、審査
　　　　　　　　員と団体との質疑応答を行っていただきます。

▼補助金活用事例

▼問い合わせ先　地域振興課企画係　☎４７－１０２４

　公益財団法人とっとり県民活動活性化センターでは、ボランティア活動、地域づくり活動、NPO活動
の総合的な支援を行っています。
　とっとりＳＤＧｓ推進補助金（研修等支援型、広報活動支援型、若者団体活動支援型等）のほか、地
域づくり活動等に関する人材育成やネットワーク促進のための事業を実施し、さまざまな地域課題の解
決に向け、県民活動のさらなる活性化を目指します。
　団体の設立から運営上のお悩み（事務・資金・広報等）等、窓口対応や出張訪問でご相談に応じています。

▼ホームページアドレス　http://tottori-katsu.net/

▼問い合わせ先
　（公財）とっとり県民活動活性化センター（西部窓口：西部とっとり創生支援センター）
　　　　　☎３１－９６９４

～とっとり県民活動活性化センターのご紹介～

◇一般事業　交付団体

「一般社団法人境港青年会議所」

　境港市の未来を担う子どもたちに中

海の現状を知ってもらい、海を大切に

する心や郷土愛を醸成することを目的

に、校内・課外授業を実施。

◇緑化事業

　市内小学校、高等学校、自治会等で花

いっぱい運動を実施。

　【昨年度の補助実績】（１４団体）

　◇一般事業　５団体

　◇緑化事業　９団体

市報さかいみなと　14



市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～まちの話題～～まちの話題～

《
そ
よ
か
ぜ
コ
ー
ラ
ス
》

【
団
体
紹
介
】

　

い
つ
も
気
負
わ
ず
ゆ
っ
た
り
と
歌
う
こ

と
を
楽
し
ん
で
い
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

で
す
。

　

竹
内
先
生
の
面
白
く
的
確
な
指
導
の
も

と
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

や
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、ジ
ブ
リ
作
品
、

朝
ド
ラ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
な
ど
、
年
代
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
に
幅
広
い
楽
曲
に
挑

戦
し
な
が
ら
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
敬
老
会
や
誠
道
公
民
館
祭
り
な

ど
で
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
も
メ
ン

バ
ー
の
や
り
が
い
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

和
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
を
挟
ん
で
、
先
生
の
美
し
い
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
合
わ
せ
た
歌
声
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

心
か
ら
楽
し
む
２
時
間
で
す
。

【
主
な
活
動
】

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
の
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
ま
で
、
誠
道
公
民
館
で

練
習
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

練
習
中
、
明
る
い
雰
囲
気
で
笑
い
が
絶

え
ま
せ
ん
。
歌
い
た
い
歌
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
心
地
よ
い
ひ
と
と
き
を

一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

そ
よ
か
ぜ
コ
ー
ラ
ス

　
　
　

代
表　

竹
内
智
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
２
９
３
７

記念館の建て替えを提言
　水木しげる記念館のあり方に関する提言書手交式
　市が設置した水木しげる記念館あり方検討委員会は提言

書をとりまとめ、２月２０日（木）に手交式が行われまし

た。

　提言書には「老朽化が進んでいるが、慢性的な倉庫不足

などを解消するため、建て替えは必要」との指摘があり、

現在地での建て替えと移転新築の２案が提案されました。　

　中村市長からは、故・水木しげるさんの生誕１００年と

なる節目の年である令和４年をめどに、構想をまとめられ

るよう進めていきたいという思いが伝えられました。

 若者が理想のまちを語り合う
　まちづくり若者委員会で市長と意見交換
　まちづくり若者委員会が２月２５日（火）に境港商工会

議所で開催され、２０代から３０代の若者が「観光振興」

をテーマに中村市長と意見交換をしました。

　委員からは、「市内に道の駅があればいい」、「アスレ

チック施設が欲しい」、「子どもと大人がそれぞれ楽しめ

る観光メニューを考えて欲しい」など、市の観光振興に多

くの意見がありました。まちづくり若者委員会では、今後

も市政に関わるさまざまなテーマを取り上げて、若者の意

見を市の事業に取り入れていきます。

★あなたのグループも紹介してみませんか？　 ▼申し込み・問い合わせ先 地域振興課広報情報係 ☎４７－１０１０

15　令和２年４月



　近年、若い女性が、モデルや芸能人の勧誘を装ったスカ

ウトや、インターネット等による募集により、ＡＶ（アダ

ルトビデオ）出演を強要されたり、ＪＫビジネスと呼ばれ

る営業により、性的な被害に遭う問題が発生しています。

　特に春は、進学、就職等で生活環境が大きく変わる時期

のため、若い女性がこれらの問題に直面することが懸念さ

れます。

　これらの問題に対し、警察はあらゆる法令を適用して厳

正な取り締まりを行っています。

　現にこれらの問題で悩んでいる、悩んでいる人を知って

いるという人は、警察総合相談電話（♯９１１０）または

境港警察署へご相談ください。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

ＡＶ出演強要・ＪＫビジネスによる
　　　　　　　　　性被害に注意！！

　

阿
部
氏
は
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）

に
境
港
市
高
松
町
で
生
ま
れ
ま
す
。
中

学
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
活
躍
、
境

高
校
で
は
陸
上
部
に
入
部
し
、
恩
師
土

田
秀
善
氏
の
指
導
を
受
け
ま
す
。
天
才

肌
の
人
で
気
が
向
け
ば
熱
心
に
練
習
を

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
１
０
０
ｍ
と
走

り
幅
跳
び
が
強
く
な
り
昭
和
38
年
、
３

年
生
の
と
き
山
口
国
体
に
出
場
。
１
回

目
に
７
ｍ
19
の
県
新
を
マ
ー
ク
し
ま
す

が
、
逆
転
さ
れ
２
位
に
終
わ
り
ま
す
。

昭
和
39
年
に
順
天
堂
大
学
に
進
学
。
翌

40
年
５
月
の
県
選
手
権
１
０
０
ｍ
で
10

秒
８
の
県
新
を
、
さ
ら
に
関
東
イ
ン
カ

レ
で
10
秒
５
を
マ
ー
ク
し
ま
す
。
こ
の

記
録
に
よ
り
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
ハ
ン

ガ
リ
ー
大
会
の
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ

ま
す
。
出
場
種
目
は
走
り
幅
跳
び
と

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
。
初
の
海
外
で
世
界

の
一
流
選
手
と
闘
い
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
日
本
選
手
権
１
０
０
ｍ
で

は
、
当
時
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
で
有
名

だ
っ
た
飯
島
秀
雄
選
手
（
同
年
世
界
ラ

ン
ク
１
位
、
10
秒
１
（
手
動
）
。
2
年

後
の
メ
キ
シ
コ
五
輪
も
メ
ダ
ル
候
補
だ

っ
た
）
を
破
り
全
国
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
東

京
大
会
で
は
走
り
幅
跳
び
で
１
回
目
に

自
己
最
高
の
７
ｍ
71
を
マ
ー
ク
し
初
優

勝
を
飾
り
ま
す
。
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で

は
第
一
走
者
と
し
て
出
場
し
、
日
本
新

の
40
秒
２
で
準
優
勝
で
し
た
。

　

翌
43
年
は
メ
キ
シ
コ
五
輪
の
年
。
出

場
標
準
記
録
は
７
ｍ
72
で
し
た
が
、
国

内
最
終
選
考
会
で
同
記
録
を
マ
ー
ク
し

出
場
を
決
め
ま
す
。
本
大
会
は
調
子
が

良
く
８
ｍ
跳
べ
る
気
が
し
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
結
果
は
・
・
・
。
ま
た

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
は
40
秒
０
の
日
本
新

記
録
を
マ
ー
ク
し
な
が
ら
残
念
な
が
ら

予
選
落
ち
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
五
輪
こ
そ
と
決
意
し
ま
す
。

　

昭
和
45
年
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
イ

タ
リ
ア
大
会
の
選
考
会
で
は
走
り
幅
跳

び
７
ｍ
75
、
１
０
０
ｍ
10
秒
４
で
代
表

に
。
本
大
会
で
は
走
り
幅
跳
び
で
６
位

入
賞
を
果
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
冬
季
練
習
中
に
膝
を
痛
め

１
年
間
治
療
に
努
め
る
も
、
残
念
な
が

ら
昭
和
47
年
に
引
退
と
な
り
ま
し
た
。

（
参
考
）
「
協
会
史
（
鳥
取
陸
上
競
技

協
会
）
」
「
さ
か
い
人
物
風
土
記
（
新

日
本
海
新
聞
社
）
」
「
山
陰
ス
ポ
ー
ツ

１
０
０
年
（
山
陰
中
央
新
報
社
）
」

　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
3333
））　

〜〜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
人
②

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
人
②
〜〜

　
　
　
　

走
り
幅
跳
び

走
り
幅
跳
び
「
阿
部
直
紀
」

「
阿
部
直
紀
」

　こんにちは！地域おこし協力隊の仲里です。

　ただ今、伯州綿栽培サポーターを絶賛募集中です。

　サポーターとは、「伯州綿」栽培を支えていただく皆

さんのことで、市農業公社が指定する畑で種まきから収

穫までを行っていただきます。サポーターの皆さんが育

てた綿は、市農業公社が買い取り、「おくるみ」や「ひ

ざかけ」に加工して、市内で生まれた赤ちゃんや１００

歳を迎える人に贈呈しています。

　今年度からの新しい試

みとしてマルチシートを

かけた区画をご用意し

ました。マルチシートな

しの区画よりも綿の買取

価格は下がりますが、除

草作業の負担が少ないの

で、畑作業が初めての人

でも参加しやすい区画になっています。

　生長過程を愛でたり、体を動かしてストレス発散した

り、楽しみ方は十人十色、お一人でもグループでも参加

可能です。一緒に伯州綿栽培を楽しみましょう♪

※募集の詳細については、本紙２３頁の募集欄をご覧く

ださい。栽培の様子はブログでも発信中です。

　伯州綿ブログ：http://hakusyumen.blog.fc2.com

地域おこし協力隊員だより
農政課農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

昭和４５年
阿部直紀氏
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

215消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室　☎47－ 1102

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 200

　人権って、よく分からない、堅苦しい、難しいと思

っていませんか？

　人権とは、あなたも、私も、「すべての人間が人間

らしく、幸せを求めて生きることのできる、生まれな

がらにしてもっている権利」のことです。

　本市は、「一人ひとりの人権が尊重されるまちづく

り」を推進しています。その実現には、日々の生活の

中での判断・行動の基礎となる感覚（人権感覚）を常

に磨かなければなりません。市民一人ひとりが、「人

権尊重のまちづくり」の担い手として、様々な人権課

題について主体的に学び、互いに協力し合って、『絆

（きずな）』を育むことが大切です。

　今年度も、人権課題（人権問題）について学び、考

える機会として、人権学習講座を予定しています。

【主な講座等】
◇人権学習講座

　　境港ふれあい・ほっと アカデミー〈春・夏・冬〉

◇人権学習地区巡回講座

　　境港ふれあい・ほっと ミーティング

◇境港市人権ふれあいフェスティバル　　

※詳しい日程・内容が決まりましたら、市報やホーム

　ページ等でお知らせします。ぜひ、お出かけくださ

　い。

　定期接種（無料）の一つとして、ヒトパピローマウ

イルス（HPV）ワクチンがあります。接種の対象者

は、小学6年から高校1年の女子です。HPVワクチ

ンは、子宮頸がんの主な原因であるHPVの感染を防

ぎ、子宮頸がんを予防できると考えられています。子

宮頸がんは国内で年間約 10,000 人が発症し、年間

約2,700人が亡くなっており、重大な疾患です。

　現在、HPVワクチンは、厚生労働省から積極的な

接種勧奨の一時差し控えが決定され、市もこれに準じ

て積極的な勧奨を差し控えています。理由として、接

種後に出現する可能性のある広い範囲の痛みや運動障

害等が挙げられます。

　接種に際しては、接種の意義・効果や安全性を理解

しておく必要があります。かかりつけ医に相談される

こともお勧めします。詳細は、厚生労働省のホームペ

ージ上にある「HPVワクチンに関するリーフレット」

をご覧ください。

◇厚生労働省ホームページ

　https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/

　　　　　　　kekkaku-kansenshou28/index.html

▼問い合わせ先
　健康推進課　☎４７－１０４１

保健師の
　　  ちょっと一言
HPVワクチンをご存じですか

「人権のまちづくり」の担い手として

　新型コロナウイルスの感染拡大に関連した相談が、全

国の消費生活センターに寄せられているとして、独立行

政法人国民生活センターが注意を促しています。

【事例１】マスクを無料送付するというメッセージがス
マートフォンに届いた。
　「新型コロナウイルスによる肺炎が広がっている問題

で、マスクを無料送付する。確認をお願いします」と記

載され、ＵＲＬ（ホームページアドレス）が付いたＳＭ

Ｓ（ショートメッセージサービス）がスマートフォンに

届いた。

【事例２】新型コロナウイルス流行拡大の影響で金の相
場が上がるとして、金を買う権利を申し込むように言わ
れた。
　突然自宅を訪問してきた業者から「新型コロナウイル

スの影響で中国の経済がガタガタになっている。金の相

場が上がることは間違いない。今申し込めば、高騰する

前の金額で金を買う枠が当たるかもしれないから、すぐ

に申し込んだほうが良い」と勧誘された。

【アドバイス】
◇心当たりのない送信元から怪しいメールやＳＭＳが届

　いても、反応しないようにしましょう。

◇新型コロナウイルスに便乗した悪質な勧誘を行う業者

　には耳を貸さないようにしましょう。

◇今後新たな手口の勧誘が行われる可能性があります。

　不審に思った場合や、トラブルに遭った場合は、早め

　にご相談ください。

▼相談受付時間
　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

新型コロナウイルスに便乗した
　　　　悪質商法にご注意ください

17　令和２年４月
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
記
載
の
問
い

　

合
わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

▼
運
動
期
間

　

４
月
６
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

つ
く
ろ
う
よ　

事
故
な
し　

笑
顔

の
鳥
取
県

▼
鳥
取
県
の
運
動
重
点

◇
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

　

安
全
の
確
保

◇
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励

　

行
◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▼
ポ
イ
ン
ト

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
高
齢
者
や
子
ど

も
の
特
性
を
理
解
し
、
特
に
、
横
断

歩
道
付
近
で
は
、
速
度
を
落
と
し
た

安
全
運
転
と
、
横
断
歩
行
者
等
を
優

先
す
る
思
い
や
り
運
転
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

☎
47
‐
１
０
２
３

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

購
入
費
補
助

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ー
ト
含
む
）
購
入
費
用
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象　

市
内
に
居
住
す
る
６
歳

未
満
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

※
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
１
回
。

▼
補
助
金
額　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

等
の
購
入
費
用
の
２
分
の
１
（
５
千

円
を
上
限
）

▼
申
請
方
法　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

等
を
購
入
後
１
年
以
内
に
、
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
、窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
領
収
書
（
申
請
者
、
金
額
、
品
名
、

　

日
付
、
販
売
店
名
等
の
記
載
の
あ

　

る
も
の
）

◇
製
品
の
取
扱
説
明
書

◇
印
章

◇
申
請
者
の
通
帳
（
補
助
金
の
振
込

　

先
が
わ
か
る
も
の
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

運
転
免
許
の
自
主
返
納

を
支
援
し
ま
す

　

運
転
免
許
を
自
主
的
に
返
納
し
た

人
に
、
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の
回
数
乗

車
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼
支
援
内
容　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
回

数
乗
車
券
11
冊
（
１
冊
11
枚
綴
り
）

を
１
回
交
付
（
合
計
１
２
１
回
分
）

▼
対
象
者　

有
効
期
限
が
あ
る
運
転

免
許
を
自
主
返
納
し
た
市
民

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
警
察
署
（
免
許
セ
ン
タ
ー
）
で
自

　

主
返
納
し
た
と
き
に
交
付
さ
れ

　

る
、「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の

　

取
消
通
知
書
」
の
写
し
ま
た
は
、

　

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
写
し

◇
印
章

▼
申
請
期
間

　

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
消

日
ま
た
は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
交
付
日
の
い
ず

れ
か
の
日
か
ら
60
日
以
内

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

今
年
度
の
定
期
接
種
の
対
象
と
な

る
人
に
は
、
３
月
末
に
、
接
種
券
を

郵
送
し
ま
し
た
。
接
種
を
希
望
す
る

人
は
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼
対
象
者

　

令
和
３
年
３
月
末
時
点
の
年
齢
が

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

　

に
限
る
。

▼
接
種
で
き
る
期
間　

４
月
１
日

（
水
）
〜
来
年
３
月
31
日
（
水
）

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
令
和
元
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

　

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

転
入
し
た
人
な
ど
、
対
象
者
で
接

種
券
が
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
１

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

貸
付
制
度

　

60
歳
以
上
の
人
の
た
め
に
、
部
屋

や
浴
室
、ト
イ
レ
な
ど
を
増
改
築（
新

築
は
除
く
）
す
る
同
居
親
族
の
人
に

対
す
る
貸
付
制
度
で
す
。

▼
貸
付
条
件

◇
元
利
金
の
償
還
が
確
実
な
人
（
市

　

民
税
の
所
得
割
が
課
税
の
人
）

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
整
備
す
る
住
宅
が
、
借
受
人
の
所

　

有
で
あ
る
こ
と

◇
申
請
以
前
の
着
工
で
な
い
こ
と

◇
工
事
が
確
実
に
年
度
内
に
終
了
す

　

る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と

※
連
帯
保
証
人
も
市
民
税
の
所
得
割

　

が
課
税
で
市
税
の
滞
納
が
無
い
こ

　

と
※
借
受
人
と
同
一
生
計
に
あ
る
人

　

は
、連
帯
保
証
人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
期
限

　

来
年
１
月
29
日
（
金
）

▼
貸
付
限
度
額　

２
５
０
万
円

▼
利
率
（
令
和
２
年
３
月
現
在
）

　

０
・
０
０
３
％

※
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
償
還
に
つ
い
て

　

償
還
期
限
は
、
10
年
以
内
で
半
年

賦
償
還
で
す
（
３
・
９
月
支
払
い
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
47
‐
１
０
３
９

      
     

有　

料　

広　

告

市報さかいみなと　18
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高
齢
者
実
態
調
査
・

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
登
録
調
査

　

市
で
は
毎
年
４
・
５
月
に
、
高
齢

者
の
実
態
調
査
お
よ
び
災
害
時
の
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録
す
る

た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
１
人
世
帯

◇
80
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

▼
内　

容　

民
生
委
員
が
、
対
象
と

思
わ
れ
る
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
緊
急

連
絡
先
や
健
康
状
態
な
ど
を
お
聞
き

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
軽
度
生
活
援
助
費
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
表
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
年
間
16
時

間
を
限
度
に
、
利
用
料
の
５
割
を
助

成
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

◇
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

◇
70
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
人

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
中
や
入
院
中

　

の
人
は
対
象
外
で
す
。

※
原
材
料
費
等
の
実
費
は
利
用
者
の

　

負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
サ
ー
ビ
ス

◆
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
申
請
書
は
、
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
請
も
で
き

　

ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼

　

す
る
前
に
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま

　

す
。
ご
利
用
後
に
、
申
請
さ
れ
た

　

場
合
は
、
そ
の
利
用
分
に
つ
い
て

　

は
助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

　

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

の
一
部
を
助
成
す
る
券
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
利
用
で
き
る
市
内
の
施
術

機
関
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

境
港
市
に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以

上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

▼
助
成
額

　

利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助

成
券
を
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
末
ま

で
の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

【
在
宅
高
齢
者
介
護
の
た
め
の
紙
お

む
つ
代
】

　

お
む
つ
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
市
内
の
取
扱
店
、
薬
店
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象　

境
港
市
在
住
の
人
を
在

宅
に
て
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ
が

必
要
な
人
を
介
護
し
、
お
む
つ
が
必

要
な
人
と
介
護
者
が
共
に
市
民
税
非

課
税
世
帯
で
あ
る
人

▼
助
成
額
（
月
額
）　

１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５

　

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介
護

　

し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５
０

　

円
分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
介
護
者
の
印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

診
療
所
の
閉
院

　

井
田
内
科
医
院
（
小
篠
津
町
）
と

倉
元
内
科
医
院
（
外
江
町
）
は
、
３

月
末
で
閉
院
と
な
り
ま
し
た
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
１

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

請
求
は
今
月
中
に

【
登
録
店
舗
の
み
な
さ
ま
へ
】

　

使
用
済
み
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
請
求
は
、
今
月
末
ま
で
で
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
お
支
払
い
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
書
提
出
期
限

　

４
月
30
日
（
木
）

▼
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

市
民
体
育
館
使
用
料
変
更

　

市
民
体
育
館
（
小
体
育
室
・
武
道

場
）
の
個
人
使
用
料
が
変
わ
り
ま
し

た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

種別 電気 土木

工事名
境港市民交流センター
（仮称）新築工事（電気）

汚水桝新設
（その１）工事

入札日 2月 12日 3月 3日

予定価格 560,890 千円 14,972 千円

落札額 550,000 千円 14,630 千円

落札率 98.1 ％ 97.7 %

落札者
岡田電工・中電工・

斉木電気設備特定建設
工事共同企業体

㈲隼建設

サービス内容 援助後の利用者負担額

◇外出時の補助（外出・散歩の付き添い）
◇家周りや墓地の手入れ（除草等）
◇家屋内の整理（掃除等）
◇季節ものの入れ替え（ストーブ、衣類等）
◇台風等の自然災害への防備等
　　　　　　　　　　　（植木鉢の移動等）
◇家屋の電球交換・水道パッキンの交換

１時間あたり418円

◇除雪 １時間あたり451円

◇庭木のせん定（生垣、植木等） １時間あたり561円

◇軽微な修繕（家屋の軽微な修繕等） １時間あたり589円

有　

料　

広　

告

区分
改正前

※１時間あたり
改正後

※１回あたり

小・中学生 １０円 ３０円

高校生 ２０円 ４０円

一般 ３０円 ７０円

19　令和２年４月
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確
定
申
告
の
期
限
延
長

　

確
定
申
告
の
申
告
期
限
が
４
月
16

日
（
木
）
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
３
月
17
日
（
火
）

以
降
の
申
告
会
場
は
左
記
の
通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告

◇
会　

場　

米
子
税
務
署

◇
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
４
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
市
・
県
民
税
の
申
告

◇
会　

場　

市
役
所
税
務
課
窓
口

◇
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
を

　

除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

米
子
税
務
署　

☎
32
‐
４
１
２
１

◇
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
７

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
身
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
は

５
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
水
）〜
６
月
１
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理

　

人
の
印
章

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

　

通
院
や
外
出
等
に
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
際
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま

す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、

申
請
日
の
属
す
る
年
度
（
申
請
を
行

う
月
が
４
〜
６
月
の
場
合
、前
年
度
）

の
市
民
税
が
非
課
税
の
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

◇
療
育
手
帳
Ａ

◇
下
肢
機
能
障
害
、
体
幹
機
能
障
害

　

ま
た
は
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行

　

性
の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障

　

害
（
移
動
機
能
障
害
に
限
る
）
が

　

あ
る
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
３
級

◇
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

▼
交
付
枚
数

　

１
カ
月
４
枚（
年
間
48
枚
を
限
度
）

▼
持
参
す
る
も
の

◇
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳

◇
印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

■
42
‐
５
９
８
７

障
が
い
者
手
当
等

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▼
対　

象　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す

る
、
在
宅
の
20
歳
以
上
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

２
万
７
３
５
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▼
対　

象　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す

る
、
在
宅
の
19
歳
以
下
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

１
万
４
８
８
０
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▼
対　

象　

中
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
19
歳
以
下
の
児
童
を
在
宅
で
養

育
し
て
い
る
人

▼
手
当
額
（
月
額
・
１
人
当
た
り
）

◇
１
級　

５
万
２
５
０
０
円

◇
２
級　

３
万
４
９
７
０
円

【
共
通
事
項
】

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
認
定
基
準
や
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係
☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

■
42
‐
５
９
８
７

電
話
番
号
の
変
更

　

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
電
話
番
号
が
、

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

【
旧
】
☎
44
‐
５
８
８
５

　

【
新
】
☎
44
‐
３
７
２
５

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け

　

進
学
す
る
人
の
就
学
援
助
と
し
て
、

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
内
容
を
確
認
の
う
え
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象　

高
等
学
校
の
全
日
制
、

定
時
制
お
よ
び
、
通
信
制
の
各
課
程

に
在
籍
し
て
い
て
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
人
で
、
３
年

以
上
本
市
に
在
住
し
て
い
る
人
。

▼
貸
付
金
額　

月
額
９
千
円
以
内

▼
貸
し
付
け
条
件　

無
利
子

▼
貸
付
期
間　

３
年
以
内

▼
申
込
期
限　

４
月
17
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
５

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え

　

水
道
の
使
用
量
を
は
か
る
水
道
メ

ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、
定

期
的
な
取
替
え
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
５
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
約
２
２
０
０
世
帯
の
水
道

メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
る
予
定
で
、

該
当
者
に
は
別
途
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
取
り
替
え
作
業
は
、
米
子
市
水
道

　

局
と
契
約
し
た
水
道
工
事
事
業
者

　

お
よ
び
委
託
人
が
行
な
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
市
水
道
局
境
港
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
０
８
０

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ
】

▼
休
業
日

4
月
24
日
（
金
）

※
終
日
休
業
と
な
り
ま
す
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大
人
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
週
第
2
・
3
月
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大
人
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

　

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女
湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男
湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

FAX

FAX

市報さかいみなと　20
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農
業
委
員
会
情
報

【
春
の
農
作
業
労
賃
標
準
額
】

　

令
和
２
年
春
の
農
作
業
労
賃
標
準

額
を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

竜
ケ
山
球
場
閉
場
時
刻
変
更

　

４
月
１
日
以
降
の
申
込
分
か
ら
、

竜
ケ
山
球
場
の
閉
場
時
刻
が
変
わ
り

ま
す
。

◇
改
正
前　

午
後
10
時

◇
改
正
後　

午
後
９
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

☎
47
‐
１
０
９
２

戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金

　

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第

11
回
特
別
弔
慰
金
」
の
請
求
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
公
務
扶
助

料
等
の
年
金
を
受
け
る
人
が
い
な
い

場
合
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
１
人
。

①
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷

　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

　

人
②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　

兄
弟
姉
妹

④
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３

　

親
等
以
内
の
親
族
（
甥
、姪
な
ど
）

※
③
と
④
に
つ
い
て
は
、
要
件
が
あ

　

り
ま
す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名

国
債

▼
請
求
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日

▼
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
７

定
期
演
奏
会

※
３
月
15
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お

　

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次

　

の
日
程
に
変
更
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
第
23
回
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女

合
唱
団
・
シ
ー
サ
イ
ド
☆
音
魚
人
定

期
演
奏
会
】

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱

団
・
シ
ー
サ
イ
ド
☆
音
魚
人
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
３
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

　

合
唱
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン

ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

▼
入
場
料
（
大
人
）　

５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料
（
要
整
理
券
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

☎
47
‐
１
０
９
３

看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

▼
と　

き　

５
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

２
階
会
議
室

▼
内　

容

①
骨
密
度
・
血
管
年
齢
な
ど
の
測
定

　

（
午
前
９
時
〜
11
時
）

②
足
と
爪
の
ケ
ア
の
お
話　

爪
切
り

　

な
ど
の
ケ
ア

　

（
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時
）

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
足
・
爪
の

　

ケ
ア
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

看
護
部

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
１
６
１

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
高
岡
健
二「
海
の
流
木
ア
ー
ト
展
」】

▼
と　

き

　

開
催
中
〜
４
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▼
と
こ
ろ　

３
階
ロ
ビ
ー

▼
料　

金　

入
館
料
が
必
要

【
夢
み
な
と
公
園
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
】

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
や
隣
接
施
設
を

ま
わ
っ
て
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
に
挑
戦
！
抽
選
で
素
敵
な
景
品

が
当
た
り
ま
す
！

▼
と　

き

　

開
催
中
〜
５
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
３
８
０
０

玉
栄
丸
慰
霊
碑
献
花
式

　

昭
和
20
年
４
月
23
日
に
起
こ
っ
た

旧
日
本
陸
軍
徴
用
船
「
玉
栄
丸
」
の

爆
発
事
故
か
ら
今
年
で
75
年
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
悲
惨
な
事
故
の
忌
ま
わ
し
い

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
る
献
花
式
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

境
港
市
大
正
町
岸
壁

（
慰
霊
碑
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車
場

の
東
隣
に
あ
り
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
７

弓
浜
絣
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

弓
浜
絣
作
家
の
絣
音
工
房
の
中
村

さ
ゆ
り
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
伯
州

綿
の
手
つ
む
ぎ
糸
を
使
っ
て
手
織
り

の
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

柏
木
商
会
第
二
事
務
所

（
京
町
７
番
地
）

▼
定　

員　

４
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
（
１
組
）　

３
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

有
限
会
社
柏
木
商
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
０
６
５
１

作業名 標準額（税込） 摘　要

耕
う
ん

水田一般 18,000円 １０アールあたり
※水田は荒起こし、
　中耕、代かきの
　３回

水田ほ場整備地 17,000円

畑 9,000円

機
械
田
植

水田一般 9,000円
（12,000円）

１０アールあたり
※かっこ内は肥料
　散布を含むが、
　肥料代は除く。水田ほ場整備地 7,000円

（10,000円）

一般労務 800円 １時間あたり

催催 

しし

21　令和２年４月



informationinformationinformationinformation

市
民
運
動
会

　

市
民
運
動
会
は
、
毎
年
５
月
の
第

２
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き
（
市
内
全
校
区
）

　

５
月
10
日
（
日
）

※
予
備
日　

５
月
17
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
当
日
、
少
雨
時
の
開
催
の
判
断
は
、

　

各
地
区
で
異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
自
治
連
合
会
事
務
局
（
自

治
防
災
課
内
）　

☎
47
‐
１
０
２
３

聖
火
リ
レ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

５
月
22
日
（
金
）、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
境

港
市
へ
や
っ
て
き
ま
す
。
リ
レ
ー
を

円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
聖
火
リ
レ
ー
（
境
港
市
区
間
）
の

概
要

◇
出
発
予
定
時
刻　

午
前
９
時

　

（
水
木
し
げ
る
記
念
館
前
）

◇
到
着
予
定
時
刻　

午
前
９
時
22
分

　

（
境
港
市
役
所
前
）

◇
コ
ー
ス　

水
木
し
げ
る
記
念
館
↓

　

境
港
市
役
所
前　

１
・
63
㎞

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
内
容

◇
活
動
日
時　

５
月
22
日
（
金
）

　

午
前
７
時
30
分
頃
〜
９
時
30
分
頃

◇
活
動
場
所　

聖
火
リ
レ
ー
沿
道
お

　

よ
び
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
な

　

ど
◇
活
動
内
容　

観
衆
の
整
理
な
ど

◇
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

　

し
て
い
る
人

・
実
施
日
当
日
に
活
動
可
能
な
人

・
事
前
説
明
会
に
出
席
可
能
な
人

・
日
本
語
で
日
常
会
話
程
度
の
読
み

　

書
き
が
可
能
な
人

◇
定　

員　

30
人
程
度
（
申
込
多
数

　

の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

◇
事
前
説
明
会

・
５
月
８
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
８
時

・
５
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
11
時

※
い
ず
れ
も
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

研
修
室
で
行
い
ま
す
。

※
ど
ち
ら
か
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

４
月
17
日
（
金
）

※
参
加
者
に
は
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ

　

ー
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

地
域
を
守
る
！
消
防
団
員

　

境
港
市
消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕

事
を
も
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

精
神
に
基
づ
き
、
火
災
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
を
防
ぐ
活
動
、
救
助
救
出

活
動
の
ほ
か
、
火
災
予
防
活
動
、
各

種
訓
練
を
行
い
「
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

▼
入
団
資
格

◇
市
内
に
居
住
・
勤
務
す
る
18
歳
以

　

上
の
健
康
な
男
女

※
入
団
後
は
、
消
防
団
本
部
ま
た
は

　

各
地
区
の
分
団
に
所
属
し
ま
す
。

▼
勤
務
概
要

◇
災
害
現
場
に
お
け
る
消
火
活
動
、

　

平
時
の
各
種
訓
練
参
加

◇
火
災
予
防
、
地
域
防
災
な
ど
の
広

　

報
・
啓
発
活
動

◇
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
、
消
防

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

▼
そ
の
他

◇
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
特

　

別
職
の
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

◇
活
動
に
必
要
な
被
服
な
ど
を
貸
与

　

し
ま
す
。

◇
功
労
に
応
じ
た
表
彰
制
度
が
あ
り

　

ま
す
。

◇
消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合

　

は
、
公
務
災
害
と
し
て
補
償
さ
れ

　

ま
す
。

◇
団
員
に
は
市
の
条
例
に
規
定
す
る

　

報
酬
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会

（
見
学
会
）
参
加
者

▼
と　

き　

４
月
25
日
（
土
）

◇
集
合　

午
前
９
時
40
分

◇
解
散　

午
後
４
時
20
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
参
加
す
る

人
全
員
の
住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
の
場
合
は
、
１
枚
で
４
人

　

ま
で
応
募
可
能
で
す
。

▼
応
募
締
切
日

　

４
月
20
日
（
月
）（
必
着
）

▼
そ
の
他

◇
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
見
学
に
は
、
本
人
確
認
書
類
が
必

　

要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
２
７
１

　

鳥
取
県
原
子
力
安
全
対
策
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３

　
　

■
０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

■g
e
n
sh
iry

o
k
u
-a
n
ze
n

　
　
　
　
　

@
p
re
f.to

tto
ri.lg

.jp

有　

料　

広　

告

Mail

募募  

集集

FAX

市報さかいみなと　22



informationinformationinformationinformation

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

※
保
証
会
社
に
よ
る
保
証
で
も
、
入

　

居
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
詳
し
い
入
居
要
件
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

４
月
３
日
（
金
）
〜
10
日
（
金
）

▼
入
居
抽
選
日　

４
月
15
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

５
月
１
日
（
金
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。(

１
区
画
月
額
１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

市
民
農
園
利
用
者

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
農
業
に
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
市
内
３
カ
所
（
中

浜
・
竹
内
・
中
野
）
に
市
民
農
園
を

設
け
て
い
ま
す
。
休
日
や
余
暇
を
利

用
し
て
、
野
菜
の
栽
培
や
収
穫
の
喜

び
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
者
（
１
世
帯
１
区
画
）

※
１
区
画　

10
坪
（
約
33
㎡
）

▼
利
用
料
金
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

▼
利
用
期
間

　

申
込
日
〜
来
年
３
月
31
日
（
水
）

（
年
度
更
新
）

※
中
野
市
民
農
園
は
、
利
用
期
間
が

　

来
年
１
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

ふ
れ
あ
い
農
園
参
加
者

　

野
菜
の
植
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
の
女
性
農
業
者
さ
ん
が
丁
寧

に
指
導
を
し
ま
す
の
で
、
初
め
て
で

も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
対
象
者
を
拡
大
し

ま
し
た
。
親
子
に
限
ら
ず
、
一
人
で

も
、
家
族
・
友
人
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
対　

象　

市
内
在
住
者

▼
期　

間　

５
月
中
旬
か
ら
10
月
末

▼
参
加
費
（
１
組
）　

２
０
０
０
円

（
苗
・
種
代
と
し
て
）

▼
申
込
期
限　

４
月
24
日
（
金
）

▼
定　

員

　

20
組
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

▼
農
園
場
所

　

文
化
ホ
ー
ル
東
側
（
中
野
町
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

伯
州
綿
栽
培
サ
ポ
ー
タ
ー

　

市
農
業
公
社
の
「
伯
州
綿
」
の
栽

培
を
支
え
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
ま
す
。
収
穫
し
た
綿
は
市
農
業

公
社
が
買
取
り
ま
す
。

※
今
年
度
は
、
マ
ル
チ
シ
ー
ト
設
置

　

区
画
を
設
け
ま
し
た
。
畝
を
マ
ル

　

チ
シ
ー
ト
で
覆
う
の
で
除
草
作
業

　

の
負
担
が
少
な
く
初
め
て
の
人
で

　

も
参
加
し
や
す
い
区
画
で
す
。

▼
対　

象

　

栽
培
期
間
（
５
〜
12
月
）
を
通
じ

て
責
任
を
持
っ
て
栽
培
の
で
き
る
個

人
、
グ
ル
ー
プ

▼
栽
培
場
所

　

文
化
ホ
ー
ル
東
側
（
中
野
町
）

▼
栽
培
面
積

　

１
畝（
約
20
ｍ
）か
ら
希
望
に
よ
る
。

※
数
は
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
買
取
価
格
（
１
㎏
あ
た
り
）

◇
マ
ル
チ
あ
り
区
画　

７
５
０
円

◇
マ
ル
チ
な
し
区
画
１
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

４
月
17
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法　

　

代
表
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
、
希
望
畝
数
、
マ
ル
チ
有

無
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人
境
港
市
農
業
公
社

事
務
局
（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

子
ど
も
写
真
教
室
参
加
者

【
市
美
術
展
覧
会
連
携
企
画
】

　

講
師
の
先
生
か
ら
写
真
撮
影
の
基

礎
を
教
わ
り
、
実
際
に
写
真
の
撮
影

会
を
行
い
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
、

５
月
23
日
（
土
）
か
ら
開
催
す
る
市

美
術
展
覧
会
で
展
示
し
ま
す
。

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
４
年

〜
中
学
３
年
生
（
保
護
者
同
伴
可
）

▼
と　

き　

４
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館　

集
会
室

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
持
参
す
る
物

　

カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）

▼
申
込
期
限　

４
月
22
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
来
庁

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

有　

料　

広　

告

団地名
夕顔団地

（誠道町217）
夕顔団地

（誠道町218）

種別 一般

建設年度 平成4年 平成5年

構造 鉄筋・3階建

募集住戸
4B棟 31号

(3 階）
5B棟 16号
（3階）

間取り等 3DK6畳 (2)、洋 6畳

家賃
19,300～
37,900円

20,200～
39,700円

23　令和２年４月
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市
民
後
見
人

養
成
講
座
受
講
者

　

身
近
な
立
場
か
ら
成
年
後
見
制
度

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
知
的
・
精

神
障
が
い
の
あ
る
人
等
を
支
え
る

「
市
民
後
見
人
」
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
４
月
１
日
現
在
で
、
20
歳
以
上
の

　

県
西
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
。

◇
す
べ
て
の
講
座
（
5
月
30
日
（
土
）

　

か
ら
来
年
２
月
ま
で
月
1
回
程
度
、

　

土
曜
日
開
催
）
を
受
講
で
き
る
見

　

込
み
の
人
。

◇
成
年
後
見
制
度
お
よ
び
高
齢
者
や

　

障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
活
動
に

　

理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
市
民
後
見

　

人
と
し
て
活
動
す
る
意
思
の
あ
る

　

人
。

▼
受
講
場
所　

米
子
市
福
祉
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
の
里
）

▼
応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
先
ま
で
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
長
寿
社
会
課
で
お
渡
し

　

し
ま
す
。

▼
提
出
締
切　

５
月
25
日
（
月
）

　

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
定　

員　

25
人

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
８
１
１

　

米
子
市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
‐
3

　

米
子
市
福
祉
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

内
　

西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
う

え
る
か
む　
　
　

☎
21
‐
５
０
９
２

　
　
　
　
　
　
　

■
21
‐
５
０
９
４

慰
霊
巡
拝
参
加
者

　

令
和
２
年
度
慰
霊
巡
拝
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

先
の
大
戦
で
親
族
を
亡
く
さ
れ
た
遺

族
を
対
象
に
、
厚
生
労
働
省
が
実
施

し
ま
す
。

▼
実
施
地
域
（
予
定
）

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
イ
ル
ク

ー
ツ
ク
州
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
、

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治

州
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
東
北
地

方
（
旧
満
州
地
区
全
域
）、東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
、
沿
海
地
方
、
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク

諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島

▼
参
加
費
用
（
予
定
）

◇
海
外
地
域　

20
〜
35
万
円
程
度

◇
硫
黄
島　

２
〜
３
万
円
程
度

※
地
域
に
よ
り
実
施
日
程
、
募
集
予

　

定
人
員
、
参
加
費
用
が
異
な
り
ま

　

す
の
で
、
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
実
施
日
程
は
巡
拝
地

　

域
の
情
勢
な
ど
に
よ
り
変
更
さ
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
福
祉
保
健
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
４
５

職
業
訓
練
受
講
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
求
職
者
支

援
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
訓
練
科　

短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
訓
練
概
要　

職
業
能
力
の
基
礎
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計

算
ソ
フ
ト
の
使
用
方
法
等
に
関
す
る

知
識
・
技
能
の
習
得
。

▼
定　

員　

12
名

▼
訓
練
期
間

　

５
月
11
日（
月
）〜
７
月
10
日（
金
）

▼
募
集
期
限
（
期
間
）

　

４
月
23
日
（
木
）
正
午

▼
応
募
資
格　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
等
の
実
費
は
必
要
で
す
）

▼
訓
練
場
所　

米
子
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー
松
ヶ
枝
教
室
（
境
港
市
松
ヶ
枝

町
・
駐
車
場
有
り
）

▼
参　

考　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外

の
人
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
給
し
な

が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

中
国
語
講
座
受
講
生

　

今
年
の
春
か
ら
、
中
国
語
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き　

毎
週
水
曜
日

※
第
１
回
は
、
５
月
20
日
の
予
定

◇
入
門
コ
ー
ス

　

午
前
９
時
15
分
〜
10
時
15
分

※
基
礎
か
ら
２
年
間
で
学
習
し
ま
す
。

◇
初
級
コ
ー
ス

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

※
入
門
コ
ー
ス
終
了
レ
ベ
ル
の
人
が
、

　

１
年
間
で
学
習
し
ま
す
。

◇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

※
中
国
語
検
定
３
級
、
Ｈ
Ｓ
Ｋ
４
級

　

以
上
、
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の

　

能
力
と
認
め
ら
れ
る
人

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館
１
階
保
育
室

▼
講　

師　

市
国
際
交
流
員

▼
受
講
料

◇
入
門
コ
ー
ス　

無
料

※
教
材
は

｢

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
ま
い
に

　

ち
中
国
語
４
〜
９
月
号
」
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
初
級
コ
ー
ス
（
月
額
）

　

１
０
０
０
円

※
教
材
は
、
入
門
コ
ー
ス
と
同
じ
も

　

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
（
月
額
）

　

１
０
０
０
円

※
教
材
は

｢

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
レ
ベ
ル

　

ア
ッ
プ
中
国
語
４
〜
９
月
号
」
を

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
語
同
好
会　

永
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
７
５
４
９
‐
６
３
７
７

520

CAD NC

有　

料　

広　

告

FAX
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informationinformation

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせく

ださい。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と

同じです。

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。４月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和元年５月、８月、１１月の

　人は、４月３０日（木）が申請期限ですので、ご注

　意ください。

※令和元年９～１０月生まれのお子さんの場合、６カ

　月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目
令和元年１１月
　　　～令和２年１月

出生月の３～５カ月後

２回目 令和元年８～１０月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和元年５月～７月 出生月の９～11カ月後

市
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
者

▼
応
募
資
格

◇
市
内
在
住
ま
た
は
在
校
の
小
・
中
・

　

高
校
生

◇
米
子
市
在
住
の
高
校
生

▼
と　

き　

７
月
19
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

４
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
間　

４
月
24
日（
金
）

　

〜
５
月
29
日
（
金
）
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

４
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　

５
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
働
く
こ
と
に
自
信
が
も
て
な
い
」、

「
仕
事
の
選
び
方
が
わ
か
ら
な
い
」、

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」、

な
ど
、
今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
働
く
こ
と
に
踏
み
出
し
た
い

あ
な
た
、
新
し
い
一
歩
を
一
緒
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を
探
し
て
い

る
人
や
そ
の
ご
家
族

▼
と　

き

　

４
月
10
日
（
金
）・
24
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

市
役
所
別
館　

第
２
会
議
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

出
張
！

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
仕
事
相
談
室
】

▼
と　

き

　

４
月
２
日
（
木
）、
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５
境
港
店

※
「
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
室
」

　

も
開
催
し
ま
す
。
日
程
等
は
、
本

　

紙
27
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
３
月
号
５
ペ
ー
ジ
「
犬
の
登

録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
等
に
つ
い
て
」

に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
正
】
注
射
費
用
２
５
５
０
円

【
誤
】
注
射
費
用
２
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係
（
清
掃

セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
０

相相 

談談

25　令和２年４月



ファミリー・サポート・
センター利用料助成

　市では、安心して子育てができるよう、以下の人に

利用料の助成を行っています。

▼対象者　・児童扶養手当受給世帯

　　　　　・市民税非課税世帯

　　　　　・満１才未満のお子さんを在宅で育児中の世帯

　　　　　　（保育園等利用の場合は除く）

　　　　　・多胎児世帯（双子、三つ子など）

▼助成額　利用料の半額

　　　　　（社会福祉協議会の助成金を除いた額の半額）

▼提出するもの

・申請書（印章が必要）

・援助活動報告書（写）

・振込先口座がわかるもの（通帳等）

・市民税の課税証明書（市民税非課税世帯）※１

・児童扶養手当証書（写）（児童扶養手当受給世帯）※２

　※１、※２は、公簿等で確認できる場合は省略できます。

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】※事前申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　４月２１日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」　

▼内　容　４月生まれの誕生会・親子ふれあい遊び

　　　　　おはなし会・歌・身体計測・手形・足形など

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１１時～　

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

　　　　　※第１週は４月６日（月）開催

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼問い合わせ先

　こども支援センター「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

【連休中の開館状況】

　４月２９日（水）から５月８日（金）の間の、各施設の

開館状況は以下の通りです。

4月
29日（水）

4月
30日（木）

5月
1日（金）

5月
２日（土）

5月
3日（日）

5月
4日（月）

5月
5日（火）

5月
6日（水）

5月
7日（木）

5月
8日（金）

「ひまわり」 ○ ×
×

（臨時休館）
○ ○ ○ ○ ○ ×

×
（臨時休館）

「きらきら」 × ○ ○ × × × × × ○ ○

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【こいのぼりを作ろう！】※要事前申し込み

▼と　き　４月２５日（土）午前１０時～

▼持ち物　手拭きタオル、水筒

▼定　員　１５組

【園舎開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

認定こども園　美哉幼稚園
※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、「わくわ

　くクラブ」などの催しや、園庭・えほん館の開放を取り

　やめています。再開時期等は、お問い合わせください。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

すまいる　育成保育園
　ＯＰＥＮ　ＤＡＹ（開放日）や親子で参加できるイベン

トを不定期で開催しています。お子さんの成長を一緒に見

守り、保護者のみなさんの不安や悩みが少しでも楽に、楽

しみながら子育てできるようサポートします。

【ＯＰＥＮ　ＤＡＹ】※事前申し込み不要

▼対　象　未就学児親子・保護者のみ・プレママ

▼と　き　４月１５日（水）、２２日（水）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼問い合わせ先　育成保育園　☎４４－１９５８

就学援助制度

　小・中学生のいる家庭で、経済的な理由で就学が困

難な世帯に、学用品費・校外活動費（修学旅行費等）・

給食費などの費用の一部を援助する制度です。

▼対　象

◇要保護世帯（生活保護法により保護を受けている世

　帯）※受給申請の必要はありません。

◇準要保護世帯（要保護世帯に準ずる程度に、経済的

　に困っていると認められる世帯）※受給申請が必要

　です。

▼申し込み・問い合わせ先

◇各小・中学校

◇教育総務課学事係　☎４７‐１０８５
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内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※4/29・5/6 はお休みします

11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  4 月 22日（水）
12：45／ 13：15

令和元年9月生まれの幼児

健康推進課
　☎47－ 1042

※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を
　持参してください

会場
　保健相談センター

  5 月 27日（水） 令和元年10月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

  4 月 30日（木）
12：50／ 13：25

平成 30年 9月生まれの幼児

  5 月 21日（木） 平成30年 10月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  4 月 16日（木）
12：45／ 13：15

平成 29年 3月生まれの幼児

  5 月 14日（木） 平成29年 4月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談   4 月７日（火）

  ６月 2日（火）

9:30～ 12:00
（受付 10:30 まで）

妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
（5～ 8カ月児）10:00 ～ 10:40
（9カ月～1歳 6カ月児）
　　　　　　　10:50～11:30

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

児童扶養手当の支給
▼対象　ひとり親家庭の父または母などで１８歳まで

（障がいがある場合は２０歳）の子どもを養育する人

▼手当額（４月分以降）　

◇基本額　４万３１６０円

◇加算額（児童２人目）　１万１９０円

　　　　（児童３人目以降）６１１０円

※所得等の制限があり、支給されない場合や減額され

　る場合があります。

▼必要書類

　戸籍謄本、年金手帳、個人番号、印章、通帳など

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

子育て応援お仕事相談室

　子育てと両立できるお仕事を紹介しています。

▼と　き　４月１６日（木）、２２日（水）、３０日（木）

　　　　　各日午後０時３０分～３時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼問い合わせ先

　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５

ひとり親向け行政サービス
【高等職業訓練促進給付金事業等】

▼対　象

・２０歳未満の子を養育する父または母

・児童扶養手当受給者または同等の所得水準にあること

▼ 内　容　資格取得のために１年以上学校に通う際の

生活費相当を支給します。

※入学金等の貸付制度もあります。

【自立支援教育訓練給付金事業】

▼対　象　※高等職業訓練促進給付金事業等と同じ

▼ 内　容　資格取得のために受講した対象講座の一部

を給付金として支給します。

※事前申し込みが必要です。

【災害遺児手当】

▼対　象　・中学生までの児童を養育する者

　　　　　・所得税非課税者

▼ 内　容　養育者が天災、事故、自死により死亡、

障がいの状態になった児の健全な育成のための手当

（２千円／月）を支給します。
▼問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７
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今月の新規・寄贈図書
【一般書】
◇最高の任務　　　　　　　　（乗代雄介）

◇医者のデマ　　　　　　　　　（近藤誠）

◇Ｑ　　　　　　　　　　（武田マイカイ）

◇ひと目でわかる皇室の危機　（水間政憲）

◇「畳み人」という選択　　　（設楽悠介）

◇球伝　　　　　　　　　　　（年中夢球）

◇おくるごはん　　　　　　　（山本智香）

◇大人のための「寓話」５０選（廣川州伸）

【児童書】
◇おまるちゃん　　　　（きたがわめぐみ）

◇おふろにはいろ　　（アン・グットマン）

◇はーい！ はじめてのことば（中川ひろたか）

◇トムをみつけよう（NOSY CROW編集部）

◇ほとんど憲法（上・下）　　（木村草太）

◇新選組　　　　　　　　　　（楠木誠一郎）

　　　　　　　　　　　　　　計１８０冊

☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！
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と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
4月 18日（土）

5月   2 日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

図書館関連 催し物

　昨年度１年間で、約６万３０００人もの人に図書館に

来ていただきました。

　３月中は、市内小中学校が新型コロナウイルス感染症

対策のために休校になったことで、平日でも多くの小中

学生が来館し、何冊も本を借りていました。

　本が子どもたちの心の居場所として役立っていること

や、図書館の役割や可能性を改めて感じました。

　今年度もどうぞよろしくお願いします。

「イキイキ音読教室」進行役募集
　図書館主催で「イキイキ音読教室」を行いたいと考え

ています。（時期は未定）

　そこで、ボランティアとしてその音読教室にかかわっ

てくださる “ 進行役 ” を募集します。興味関心のある人

は図書館までご連絡ください。

　なお、進行役が決まりましたら、「イキイキ音読教室」

の参加者を募集したいと思います。

1年間ありがとうございました

ごみの収集・受け入れごみの収集・受け入れ

区　分
可燃ごみ・

軟質プラスチック類

資源ごみ
不燃ごみ 持ち込み

古紙類 ビン缶類

4月 29日（水・昭和の日） × × × × ×

5月 3日（日・憲法記念日） × × × × ×

5月 4日（月・みどりの日） 〇 × × 〇 ×

5月 5日（火・こどもの日） 〇 × 〇 × ×

5 月 6 日（水・振替休日）  × × 〇 〇 ×

【連休中の収集】
　連休中の祝日等は、該当収集地区を下表のとおり収集します。

※集積場所への搬出は当日朝8時までにお願いします。

※5月 6日（水・振替休日）の古紙収集は、翌週5月 13日（水）
　に振替収集します。

▼問い合わせ先
　◇清掃センター　　　　☎４２－３８０３

◇リサイクルセンター　☎４５－８６２６

　家電リサイクル製品（エアコン、冷蔵庫、テレビ、洗濯機等）の指定取引場所「三光株式会社テクノリサイク

ルステーション」（松江市八束町江島）が４月末で廃止となります。詳しくは市ホームページをご覧ください。
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－境港市の人口－
　　男　：16,372人（－ 16）

　　　女　：17,509人（－ 13）
　　合　計：33,881人（－ 29）
　　世帯数：15,289世帯（－13）

　※令和２年2月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
4月 9日（木）
5月 14 日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
4月 10 日（金）
5月 8日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取行政監視
       行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
( 司法書士による )

4 月  8 日（水）
5月 13 日（水）

13：30 ～ 15：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
( 弁護士による )

4 月 17 日（金）
5月   1 日（金）
5月 15 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

4月 24 日（金） 18：00 ～ 20：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※前日までに要予約

多重債務・法律
相  談  会

4 月 16 日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
4月 14 日（火）
5月 12 日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

4月 27 日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

4月 17日（金）
～5月 25日（月）

マンボウまつり
海とくらし
の史料館

9：30～
17：00※

海とくらしの史料館
☎44ー 2000

大人 410円
小人 100円

幼児・70歳以上無料

4月 24日（金）
サロンコンサート
フュージョンバンド「ザ・サークル」
コンサート

文化ホール 19：30～
境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料
（飲み物は有料）

5月 3日（日・祝）
第２３回シンフォニー少年少女合唱団
シーサイド☆音魚人定期演奏会

文化ホール 13：00～
生涯学習課

 ☎ 47－ 1093

大人 500円
高校生以下無料
（要整理券）

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp

※最終入館 16：30

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール
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市役所へのお問い合わせは…
市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、
お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。
　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　すくすく育ってね☆主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

遠藤 由
ゆう

理
り

ちゃん（R1.7.15 生） と

   お母さんの 恵 さん（外江町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

  笑顔いっぱい元気に育ってね

渡邉 湊
そう しん

心 ちゃん（R1.7.22 生） と

   お母さんの 真由美 さん（中野町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

これからもいっぱい笑顔を見せてね♪

景山 咲
さ

登
と

ちゃん（R1.6.26 生） と

   お母さんの 美南子 さん（湊町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

   たくさん食べて大きくなってね

□材料（４人前）
◇鮭の切身　　　４切
　　（一切４０ｇ程度）　
◇玉ねぎ　　　４０ｇ
　　　　（中１／４個）
◇ぶなしめじ　２０ｇ
　　　（１／４パック）
◇梅肉　　　　　４ｇ
　　　（大さじ１／４）

◇しょうゆ　　　４ｇ
　　（大さじ１／４弱）
◇みりん　　２．４ｇ
　　（小さじ１／２弱）
◇紙カップ　　　４個

　今回は、美保湾でも養殖されている銀鮭を使った「鮭の梅

入りカップ焼き」のレシピを紹介します。

　最近、「境港サーモン」の名で売り出されている銀鮭は、

脂の乗りが良くて身が柔らかく、どんな料理にしても美味し

く食べることができます。調味料と合わせた野菜と一緒に焼

くことで、ほど良い味が付き、銀鮭の美味しさを引き立てま

す。また、梅肉の酸味が後口をさっぱりとさせてくれます。

　今回は、玉ねぎとぶなしめじで紹介していますが、玉ねぎ

を白ねぎに変えたり、ぶなしめじを他のきのこ類に変えたり

することもできます。また、紙カップではなく、アルミホイ

ルに包んで蒸し焼きにしても美味しく食べることができま

す。ぜひ、お試しください。

□作り方
①玉ねぎは薄くスライスし、ぶなしめじは石づきを落として

　ばらした後、２ｃｍ位の長さに切る。

②梅肉、しょうゆ、みりんを混ぜ合わせた後、①の野菜を入

　れて和える。

③オーブンを２００℃に熱しておく。鮭の切身は、紙カップ

　に皮を上に向けて入れ、その上に②で混ぜ合わせて調味し

　た野菜を、調味料ごと乗せる。

④オーブンに入れて２０分程度、鮭に火が通るまで焼く。

鮭の梅入りカップ焼き

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
☎21－ 2111  FAX 21－ 2112   18学校給食レシピ学学今月

の


